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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ソ
ニ
ー
企
業
株
式
会
社
が
手

が
け
る
銀
座
ソ
ニ
ー
パ
ー
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ス
タ
ジ
オ
５
２
５
（
西
24

丁
目
５
２
５
番
地
）
で
、
10
月

27
日
か
ら
今
月
５
日
ま
で
「
マ

ン
ガ
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」

を
開
催
し
て
い
る
。
２
０
２
４

年
に
完
成
予
定
の
「
新
・
銀
座

ソ
ニ
ー
パ
ー
ク
」
始
動
に
向
け

た
海
外
で
初
の
実
験
的
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
で
、
６
組
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が「
パ
イ
オ
ニ
ア
」「
夢
」

「
多
様
性
」「
創
造
性
」「
好
奇
心
」

「
誠
実
さ
」
の
価
値
観
に
合
わ

せ
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

　

会
場
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ

ン
ガ
に
ソ
ニ
ー
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
掛
け
合
わ
せ
、
そ
の
作
品

が
展
開
す
る
場
面
の
匂
い
や
水

没
し
た
マ
ン
ガ
場
面
を
見
な
が

ら
歩
く
と
水
中
歩
行
の
感
触
が

伝
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
刺
激
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
体
感
型
と
は

言
っ
て
も
、
６
作
品
に
共
通
し

て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
表
現

方
法
と
し
て
「
日
本
の
マ
ン
ガ

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
し
っ

か
り
と
守
っ
た
２
次
元
の
世
界

を
構
築
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　

ソ
ニ
ー
は
ア
ニ
メ
『
鬼
滅
の

刃
』
な
ど
人
気
作
品
も
手
が
け

て
い
る
が
、
ソ
ニ
ー
企
業
株
式

会
社
の
永
野
大
輔
社
長
は
「
皆

さ
ん
に
知
ら
れ
て
い
る
作
品
を

持
っ
て
く
る
方
法
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
だ
と
作
品
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
あ
く
ま
で

マ
ン
ガ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
た
。
今
回
、
マ
ン
ガ
と
い
う

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
ソ

ニ
ー
が
や
っ
て
い
る
ソ
ニ
ー
パ

ー
ク
と
い
う
試
み
が
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
も
ら

い
た
い
し
、
パ
ー
ク
が
ユ
ニ
ー

ク
な
ら
ソ
ニ
ー
も
ユ
ニ
ー
ク
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
。

　

同
社
は
２
０
１
８
年
か
ら
21

年
ま
で
東
京
銀
座
の
自
社
ビ
ル

の
工
事
過
程
の
途
中
を
都
市
公

園
と
し
て
市
民
に
開
放
し
、
大

都
市
の
中
の
公
園
の
あ
り
方
の

新
し
い
モ
デ
ル
の
定
義
を
作
り

だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
原

点
に
な
っ
た
の
が
２
０
１
６
年

に
永
野
社
長
が
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
見
た
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区

の
鉄
道
廃
線
高
架
レ
ー
ル
跡
を

公
園
に
し
た
ハ
イ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
か
つ
て

は
荒
廃
し
た
危
険
な
場
所
か
ら

見
事
に
復
活
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
パ
ー
ク
だ
っ
た
。「
公
園
っ

て
い
う
の
は
、
余
白
部
分
が
あ

っ
て
、
来
園
者
の
方
に
使
い
方

を
委
ね
て
い
る
所
が
あ
り
ま

す
。
来
園
者
が
使
い
勝
手
を
決

め
る
。
そ
こ
で
気
持
ち
を
静
め

た
り
、
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
り
モ

ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
す
る
ん
で
す
。

今
回
チ
ェ
ル
シ
ー
と
い
う
、
い

わ
ば
世
界
の
ア
ー
ト
の
ど
真
ん

中
に
異
質
な
マ
ン
ガ
を
持
っ
て

き
た
の
も
、
マ
ン
ガ
を
切
り
口

に
し
た
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
の
公

園
を
表
現
す
る
実
験
と
し
て
こ

の
場
所
に
マ
ン
ガ
を
持
っ
て
き

た
の
で
す
。
マ
ン
ガ
は
ア
ー
ト

に
寄
り
過
ぎ
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
や
ア
メ
リ
カ
人
に
好
ま
れ

そ
う
な
画
風
を
選
ん
で
持
っ
て

き
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

そ
こ
に
は
マ
ン
ガ
が
ア
ー
ト

に
近
づ
い
て
行
っ
た
と
し
て

も
、
ア
ー
ト
の
牙
城
で
あ
る
チ

ェ
ル
シ
ー
で
、
ア
ン
デ
ィ
ー
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
と
競
え
る
の
か
と

い
う
と
そ
れ
は
土
俵
が
違
う
と

自
認
す
る
ア
ー
ト
へ
の
畏
敬
の

念
が
働
い
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ホ

ル
が
生
き
て
い
て
16
ペ
ー
ジ
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ベ
ル
ズ
を

描
い
た
り
、
リ
キ
テ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
が
コ
マ
割
り
で
ア
メ
コ
ミ

を
描
い
た
り
す
れ
ば
Ａ
Ｒ
Ｔ
と

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
の
歩
み
寄
り
に
は

な
る
だ
ろ
う
が
、
日
本
の
マ
ン

ガ
は
、
ア
ー
ト
と
は
次
元
の
異

な
る
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ

り
、
む
し
ろ
文
学
の
延
長
線
上

に
あ
る
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を

会
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
来
場

者
た
ち
は
感
じ
取
る
は
ず
だ
。

そ
れ
を
意
識
さ
せ
る
６
作
品

は
、
構
想
提
案
か
ら
２
か
月
で

ネ
ー
ム
を
作
り
絵
を
仕
上
げ
た

と
い
う
。
参
加
作
品
と
作
者
は

次
の
通
り
。『
う
え
だ
と
さ
さ

み
』（
一
乗
ひ
か
る
）、『
ウ
ォ

ー
カ
ー
ズ
』（
寺
田
克
也
）、『
電

遊
道
中
膝
栗
毛
』（
た
か
く
ら

か
ず
き
）、『
案
内
人
』（
平
岡

政
展
）、『
イ
ン
タ
ー
ル
ー
ド
』

（
ま
す
だ
み
く
）、『
ド
リ
ー
ム

ピ
ル
』（
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
パ
レ

ー
ド
）。　
（
関
連
記
事
３
面
に
）

　展示会場で作品を説明するソニー企業株式会社代表取締役社長・チーフブ
ランディングオフィサー、永野大輔氏。後方の作品はますだみくの『インタ
ールード』（10月 27日、チェルシーのスタジオ 525 で、写真・三浦良一）

ソニー企業株式会社

永野大輔社長に聞く

MANGA
in New York
その心は？

　

夏
時
間
が
11
月
５
日
（
日
）

午
前
２
時
で
終
了
し
ま
す
。
土

曜
の
夜
、
お
休
み
前
に
時
計
の

針
を
１
時
間
お
戻
し
く
だ
さ

い
。
日
本
と
の
時
差
は
14
時
間

と
な
り
ま
す
。

夏
時
間
終
了

億
万
長
者
の
投
資
家
ソ
ロ
ス
氏

ハ
マ
ス
擁
護
派
を
間
接
支
援

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ポ
ス
ト
10

月
28
日
付
電
子
版
は
、
億
万
長

者
の
投
資
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ

ス
氏
（
93
）
が
２
０
１
６
年
以

降
、
親
パ
レ
ス
チ
ナ
の
抗
議

行
動
の
背
後
に
い
る
団
体
に

１
５
０
０
万
ド
ル
以
上
を
注
ぎ

込
ん
で
い
る
と
報
じ
た
。
こ
う

し
た
団
体
は
ハ
マ
ス
の
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
テ
ロ
攻
撃
を
デ
モ
な

ど
で
公
然
と
擁
護
し
て
い
る
と

し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
氏
の
オ

ー
プ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
財
団

（
Ｏ
Ｓ
Ｆ
）
の
記
録
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
タ
イ
ズ
・
セ
ン
タ
ー

に
１
３
７
０
万
ド
ル
を
提
供
し

て
い
た
。
タ
イ
ズ
・
セ
ン
タ
ー

は
ハ
マ
ス
を
正
当
化
し
て
き
た

い
く
つ
か
の
非
営
利
団
体
を
後

援
す
る
左
翼
擁
護
団
体
だ
と
い

う
。
例
え
ば
タ
イ
ズ
は
イ
リ
ノ

イ
州
に
本
拠
を
置
く
ア
ダ
ラ
・

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
援
助
し
て
い
る
が
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

パ
ー
ク
で
20
日
に
行
わ
れ
た
集

会
を
共
催
。
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を

叫
び
、「
ハ
マ
ス
を
非
難
し
な

い
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
財
団
は
２
０
１
８

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ラ
ブ

系
ア
メ
リ
カ
人
協
会
に
６
万
ド

ル
を
寄
付
し
て
い
る
が
、
協
会

の
リ
ン
ダ
・
サ
ー
ス
ー
ル
事
務

局
長
は
、
10
月
21
日
に
ベ
イ
・

リ
ッ
ジ
で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
た

め
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
洪
水
さ

せ
る
」
と
名
付
け
た
抗
議
活
動

を
支
援
。
デ
モ
で
は
「
イ
ス
ラ

エ
ル
を
撲
滅
せ
よ
」
と
の
声
が

聞
か
れ
た
と
報
じ
た
。

　

ソ
ロ
ス
氏
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
生

ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
。
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
や
ソ
連
か
ら
逃
れ
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
は
英
国
で
学
業

を
収
め
た
の
ち
米
国
に
移
住

し
て
投
資
家
で
財
を
な
し
た
。

１
９
７
９
年
に
創
設
し
た
慈
善

基
金
団
体
オ
ー
プ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
財
団
（
本
部
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
）
を
所
有
す
る
。
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ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・

リ
ー
グ
２
階
の
フ
ィ
リ
ス
・
ハ

リ
マ
ン
・
メ
イ
ソ
ン
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
同
美
術
学
校
で
学
ん
だ

海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
25
人
の

作
品
を
集
め
た
「
ア
・
リ
ー
グ
・

オ
ブ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
」
展
が

11
月
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
展
示
作
家
の
中
に
国
吉
康

雄
（
１
８
８
９
〜
１
９
５
３
）、

宮
本
和
子
（
１
９
４
２
〜
）、

斉
藤
喜
久
雄
（
１
９
３
９
〜

２
０
１
６
）
の
３
人
の
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

国
吉
は
１
８
８
９
年
、
岡
山

市
内
で
生
ま
れ
、
１
９
０
４
年

に
岡
山
県
立
工
業
学
校
の
染
料

科
に
入
学
し
た
が
、
１
９
０
６

年
に
退
学
し
、
カ
ナ
ダ
経
由
で

米
国
に
渡
っ
た
。
国
吉
の
米
国

生
活
は
シ
ア
ト
ル
か
ら
始
ま

り
、
鉄
道
工
夫
、
農
業
労
働
者
、

ホ
テ
ル
の
雑
役
夫
に
よ
り
糊
口

を
凌
い
だ
。
次
い
で
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
に
移
動
し
て
肉
体
労
働
に

従
事
す
る
傍
ら
に
公
立
学
校
に

通
い
、
そ
の
後
ス
ク
ー
ル
・
オ

ブ
・
ア
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
デ
ザ

イ
ン
に
入
学
し
て
画
学
生
と
な

っ
た
。
１
９
１
０
年
に
国
吉
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
動
し
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

学
す
る
が
3
か
月
で
退
学
し
、

そ
の
後
１
９
１
４
年
に
イ
ン
デ

ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
・

オ
ブ
・
ア
ー
ツ
に
入
学
し
た
。

こ
の
前
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
を
紹
介
し
て

米
国
の
保
守
的
な
美
術
界
に
衝

撃
を
与
え
た
ア
ー
モ
リ
ー
・
シ

ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
が
、
国
吉

自
身
は
仕
事
の
た
め
こ
れ
を
直

に
は
見
て
い
な
い
。
し
か
し
ア

ー
モ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
が
も
た
ら

し
た
熱
気
に
国
吉
も
人
づ
て
な

が
ら
触
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

国
吉
は
更
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ク

ー
ル
を
経
て
、
１
９
１
６
年
に

ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・

リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
入
学
し
、
ケ
ネ
ス
・
ヘ
イ

ズ
・
ミ
ラ
ー
の
指
導
を
受
け
た
。

ア
ー
ト
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・

リ
ー
グ
の
在
学
中
に
、
国
吉
は

ジ
ュ
ー
ル
・
パ
ス
キ
ン
や
ロ
イ

ド
・
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
な
ど
後
に

国
吉
を
支
え
る
多
く
の
人
物
と

出
会
っ
た
。
展
示
さ
れ
て
い
る

の
は
無
題
で
メ
ー
ン
州
の
景
色

の
ス
ケ
ッ
チ
画
。
同
校
永
久
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
。
展
示
資
料

に
よ
る
と
１
９
２
９
年
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ

Ｍ
Ａ
）
で
最
初
の
展
覧
会
が
行

わ
れ
、
32
年
に
は
ラ
ジ
オ
・
シ

テ
ィ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー

ル
の
化
粧
室
に
壁
画
を
描
い
た

と
あ
る
。

アート・スチューデンツ・リーグで展示中

国吉康雄のスケッチ画

The Art Students 
League

Phyllis Harriman 
Mason Gallery, 2nd Floor

215 W 57th Street, 
New York 10019

ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
未
完
成
作
品
を
紐
解
く

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
舞
台
公
演
部
は
11
月

16
日（
木
）に
Ｊ
Ｓ
内
劇
場（
東

47
丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て
、

ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
日
本
シ
リ

ー
ズ
第
３
弾
と
な
る
現
代
音
楽

『 Noh-opera / Noh-tation

： 

ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
未
完
成
作

品
を
紐
解
く
』（
世
界
初
演
）

を
開
催
す
る
。

　

ケ
ー
ジ
が
晩
年
構
想
を
練
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現

で
き
ず
に
終
わ
っ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「Noh-opera: Or the 

Complete M
usical W

orks 
of Marcel Duchamp

」
を
下

地
に
、
足
立
智
美
が
新
作
と
し

て
作
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
昨
年
の
国
際
芸
術
祭
あ
い

ち
２
０
２
２
で
日
本
初
演
さ
れ

た
「
ユ
ー
ロ
ペ
ラ
３
＆
４
」
で

も
足
立
と
協
働
し
た
能
楽
師
・

松
田
若
子
を
日
本
か
ら
迎
え
て

上
演
す
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｙ
を
拠

点
に
実
験
音
楽
の
分
野
で
躍
進

を
続
け
る
作
曲
家
兼
ボ
イ
ス
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ゲ
ル
シ
ー
・

ベ
ル
を
迎
え
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
５
人
の
音
楽

家
を
伴
っ
て
、
前
例
の
な
い
音

楽
舞
台
の
体
験
を
届
け
る
。 

当
日
は
午
後
７
時
30
分
か
ら
の

公
演
は
完
売
、
プ
レ
ビ
ュ
ー
公

演
と
し
て
午
後
５
時
15
分
の
公

演
を
追
加
し
た
。

　

入
場
料
は
一
般
37
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
32
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

www.Japansociety.org/
performingarts 

を
参
照
。

ジャパン・ソサエティー
舞台公演部
11月 16 日

Heller Rebekah
photo:Peter Gannushkin

Lormand Mike 
photo:Mike Gurfi eld

McDonald Camlell
photo:Bambi Guthrie

Teyssier Alice
photo:Chris New

Smith James Austin
photo:Matt Dine

足立智美
photo:Takayuki Imai

Aichi Triennale

Gelsey Bell
photo:Effy Grey

松田若子

https://www.cosmeproud.com
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
www.Japansociety.org/performingarts
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11 月 NY日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am　太極拳
火曜日 1pm-4pm 　書道クラス
水曜日 10am-12pm 　裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm 　JAAコーラス

■ 11月 3日（金）10:30am-12pm アップルキッズ 企画「灘田
篤子さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」
参加費無料。

■ 6日（月）11am-12pm「シニアのための楽しいフィットネ
スクラス」講師はシニアセンターなどで指導しているオシオ
リ依子先生。参加費 $5 

■９日（木）「11月敬老会」12pm-2pm　BentOn のお弁当と
Iwaki Band の音楽をお楽しみください。会場参加、デリバ
リー＆ピックアップ希望者は要予約。会費 $5　11月のお誕
生会をします。

■ 13日（月）10am-12pm「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さんが
ヘアカットを行う。要予約。

■ 15日（水）10am-12pm 「三木克己弁護士の米国移民法の電
話無料相談室」要予約。各 15分。

■ 18日（土）9:30am-11:00amオンライン NYシルバー会「在
宅訪問看護師弓削容子さんと一緒に健康から介護まで情報交
換しましょう！」参加希望者は JAAに要予約。

■ 18日（土）10am-2pm「恒例 JAAグランド・バザー」クリ
スマスに最適な品物や掘り出し物、稲荷寿司、赤飯、焼きそ
ば、チキンの竜田揚げ、菓子類など、食事コーナーを設置。本、
衣類、雑貨、アクセサリー、食器等の寄付をお願いします。
寄付は 11月 15日まで受け付け。11/14から準備開始、準備
当日のボランティアを募集中。JAAへ連絡ください。

■ 23日（木）感謝祭にて JAAはお休み
■ 29日（水）6:30 pm-「理事会と選挙総会」2024年度のニュー
ヨーク日系人会 /JAAの役員・理事を選出します。総会の案
内と委任状は 11月中旬に郵送。総会へ出席出来ない人は委
任状を選挙総会日（11/29日 5pm）までに事務局に提出。

■ 30日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲
子弁護士の遺言・事前指示の書類についての電話無料相談 - 
Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各
30分。要予約。

■ 30日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運び
た～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」誰でも参加可能。参加費 $5

 
●メディケアプランの変更期間は 10月 15日から 12月 7日ま
でです。相談希望者は、JAAへ連絡ください！メディケアの
専門家を紹介します。無料。

The Japanese American Association of New York, 
Inc. 

49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）
Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

銀
座
ソ
ニ
ー
パ
ー
ク
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
す
る
マ

ン
ガ
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
（Studio 525/

西
24
丁
目

５
２
５
番
地
）
に
参
加
し
て
い

る
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
６
組

の
ひ
と
つ
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
パ

レ
ー
ド
は
他
の
作
家
た
ち
と
は

異
色
だ
。
同
チ
ー
ム
は
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
／
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
で
あ
る
常
田
大
希
を
中
心
と

し
た
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
映
像
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
シ

ョ
ン
を
内
包
す
る
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
バ
ン
ド
だ
か
ら
だ
。

　

作
品
『
ド
リ
ー
ム
・
ピ
ル
』

は
、
西
暦
２
０
４
５
年
の
東
京

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
仮
想
世
界

「
混
沌
東
京
」
で
享
楽
的
な
生

活
を
送
る
少
年
Ａ
が
ド
リ
ー
ム

ピ
ル
（
夢
見
る
薬
）
を
手
に
し

て
新
た
な
没
入
体
験
を
得
る
内

容
。
展
示
会
場
に
足
を
踏
み
入

れ
る
と
水
没
し
た
部
屋
の
床
を

踏
み
し
め
る
よ
う
な
体
感
を
ソ

ニ
ー
の
技
術
を
駆
使
し
て
得
ら

れ
る
演
出
が
施
さ
れ
て
い
る
。

ア
ニ
メ
『
攻
殻
機
動
隊
Ｓ
Ａ
Ｃ

２
０
４
５
』、細
田
守
監
督
『
竜

と
そ
ば
か
す
の
姫
』
の
主
題
歌

を
務
め
る
な
ど
音
楽
に
よ
る
漫

画
世
界
と
の
関
わ
り
持
っ
て
き

た
メ
ン
バ
ー
だ
が
実
際
に
自
分

た
ち
の
手
で
マ
ン
ガ
作
品
を
創

作
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
の

挑
戦
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
設
定
を
担
当
し

た
佐
々
木
集
さ
ん
（
31
、
京
都

府
出
身
）
は
「
16
ペ
ー
ジ
の
中

で
ど
う
世
界
を
表
現
し
て
い
く

か
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ

た
」
と
語
り
、
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ

ア
ル
の
森
洸
大
さ
ん
（
33
、
神

奈
川
県
出
身
）
は
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
パ
ー
ト
を
担
当
、
全
体
の

絵
の
監
修
を
し
た
荒
居
誠
さ

ん
（
33
、
岐
阜
県
出
身
）
は
エ

ア
ブ
ラ
シ
を
自
作
し
て
ア
プ
ロ

ー
チ
の
独
自
性
を
探
っ
た
と
い

う
。
一
コ
マ
一
コ
マ
が
絵
画
の

よ
う
な
書
き
込
み
と
退
廃
し
た

近
未
来
の
大
都
会
の
陰
影
に
若

者
が
ど
う
対
峙
す
る
か
が
丁
寧

に
描
か
れ
る
。
か
つ
て
ケ
ン
ト

紙
に
Ｇ
ペ
ン
で
線
を
引
い
て
い

た
漫
画
家
た
ち
が
ペ
イ
ン
タ
ー

ツ
ー
ル
で
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
操

る
現
代
だ
け
に
ど
う
描
く
か
で

は
な
く
何
を
描
く
か
を
問
う
作

品
で
勝
負
し
て
い
る
。
展
示
は

今
月
５
日
ま
で
。　
　
（
三
浦
）

初
め
て
の
創
作

だ
か
ら
こ
そ
の
鮮
度

２
次
元
で
も
臨
場
感

ミ
レ
ニ
ア
ム
・
パ
レ
ー
ド

MANGA in NY

混沌東京描くDREAM PILL

　

三
味
線
奏
者
・
愛
世
梨
乃
の

リ
ノ
・
ア
イ
セ
バ
ン
ド
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
11
月
7

日
（
火
） 

午
後
10
時
か
ら
ロ
ッ

ク
ウ
ッ
ド 

ス
テ
ー
ジ
1
（
ア

レ
ン
通
り
１
９
６
番
地
）
で
行

わ
れ
る
。
日
本
で
最
古
と
い
わ

れ
て
い
る
民
謡
と
新
民
謡
の
演

奏
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
、
お
祭
り
の
曲
を
演
奏
す

る
。
出
演
は
愛
世
梨
乃
（
唄
三

線
）、
ク
ラ
タ
ユ
キ
ヨ
シ
（
ド

ラ
ム
）、小
川
智
也
（
ギ
タ
ー
）、

辻
村
勇
太
（
ベ
ー
ス
）
の
４
人
。

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

rinoaise1@gmail.com

（
写
真
：
植
山
慎
太
郎
）

愛世梨乃バンド公演
７日に民謡ロック

作品の展示空間に立つ左から佐々木さん、荒居さん、森さん（10月27日、Studio 525 で）

https://japan-universities.com/event/daigaku2023fall.html?utm_source=LH&utm_medium=NY
tel:212-840-6942
mailto:rinoaise1@gmail.com
mailto:rinoaise1@gmail.com
mailto:rinoaise1@gmail.com
mailto:info@jaany.org
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９
月
28
日
最
高
裁
の
第
一
小

法
廷
は
、
国
籍
は
く
奪
条
項
違

憲
訴
訟
の
上
告
を
棄
却
し
ま
し

た
。
国
籍
法
11
条
1
項
に
よ
っ

て
、
外
国
籍
を
取
得
し
た
と
た

ん
に
日
本
国
籍
が
自
動
的
に
奪

わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
日
本

国
内
に
い
な
が
ら
日
本
国
籍
を

失
っ
た
人
、
海
外
在
住
で
日
本

国
籍
を
失
っ
た
人
、
国
籍
を
失

っ
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
日
本
に

帰
国
し
て
不
法
滞
在
外
国
人
と

さ
れ
た
人
、
海
外
在
住
日
本
人

で
日
本
国
籍
を
失
い
た
く
な
い

た
め
に
現
地
に
帰
化
で
き
な
い

人
な
ど
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

必
要
に
駆
ら
れ
て
外
国
籍
を
取

得
し
た
南
部
陽
一
郎
、
中
村
修

二
、
眞
鍋
淑
郎
な
ど
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
も
日
本
国
籍
を
は

く
奪
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
方
、
最
高
裁
大
法
廷
は
10

月
25
日
「
性
同
一
性
障
害
の
人

が
戸
籍
上
の
性
別
を
変
更
す
る

に
は
生
殖
能
力
を
な
く
す
手
術

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
す
る

法
律
」
は
、「
意
思
に
反
し
て

体
を
傷
つ
け
ら
れ
な
い
自
由
を

制
約
し
て
お
り
、
手
術
を
受
け

る
か
、
戸
籍
上
の
性
別
変
更
を

断
念
す
る
か
と
い
う
過
酷
な
二

者
択
一
を
迫
っ
て
い
る
」
と
し

て
憲
法
違
反
と
の
判
決
を
下
し

却
し
た
。
④
憲
法
上
の
重
要
な

争
点
に
つ
い
て
の
判
断
か
ら
逃

げ
た
。
と
の
推
論
か
ら
、
最
高

裁
判
所
に
再
審
の
訴
え
を
起
こ

し
ま
し
た
。

　

6
月
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
法
を

Ｇ
７
諸
国
の
中
で
最
後
に
成
立

さ
せ
た
日
本
で
も
、
や
っ
と
性

同
一
性
障
害
者
の
手
術
強
制
憲

法
違
反
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
海
外
日
本
人
を
守
る

こ
と
は
日
本
の
国
益
で
あ
り
、

国
籍
は
く
奪
条
項
を
変
え
る
た

め
に
、
今
こ
そ
国
会
と
国
民
が

声
を
高
め
る
時
で
す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
訴
訟
に
関
す
る

判
断
の
枠
組
み
は
、
原
告
弁
護

団
の
仲
晃
生
弁
護
士
に
よ
れ
ば

以
下
の
よ
う
に
全
く
同
じ
で

す
。
①
懸
念
さ
れ
る
問
題
が
生

じ
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
。
②

代
替
手
段
が
あ
る
。
③
問
題
が

起
き
て
い
な
い
。
④
問
題
が
起

き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
⑤

制
約
の
必
要
性
の
低
下
。
⑥
合

理
的
関
連
性
の
消
滅
。
⑦
過
酷

な
二
者
択
一
。
⑧
制
約
を
課
さ

な
い
国
の
増
加
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
同
一

性
障
害
者
の
手
術
強
制
は
憲
法

違
反
で
、
国
籍
強
制
は
く
奪
は

合
憲
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
矛

盾
し
ま
す
。

　

原
告
側
は
、
10
月
26
日
①
多

く
の
学
者
が
国
籍
法
11
条
は
違

憲
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
②
最
高
裁
で
判
断
が
示
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
重
要
な
憲
法

上
の
争
点
を
含
む
。
③
裁
判
所

法
10
条
に
よ
れ
ば
大
法
廷
で
審

理
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
小

法
廷
で
門
前
払
い
の
よ
う
に
棄

　

米
国
勢
調
査
局
は
10
月
19

日
、
２
０
２
２
年
度
の
人
口
移

動
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
公
表

し
、
昨
年
は
54
万
５
４
９
８
人

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
他
州
に

移
住
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

　

移
住
先
は
フ
ロ
リ
ダ
州
が

９
万
１
２
０
１
人
と
最
も
多

く
、
次
い
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
、
テ
キ
サ
ス
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
な
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
州
に
転
入
し
た
の
は

約
30
万
１
０
０
０
人
で
、
同
州

の
人
口
は
約
24
万
４
０
０
０
人

減
と
な
っ
た
。

　

シ
エ
ナ
大
学
研
究
所
が
今
年

４
月
に
公
表
し
た
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
在

住
者
の
30
％
が
移
住
を
希
望
し

て
お
り
、
理
由
と
し
て
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
以
降
の
高
額
な
住
居
費

や
税
金
、
政
治
情
勢
、
犯
罪
を

あ
げ
て
い
る
。
人
気
移
住
先
の

う
ち
、
フ
ロ
リ
ダ
と
テ
キ
サ
ス

州
は
所
得
税
が
非
課
税
と
な
っ

て
い
る
。 

55
万
人
他
州
へ
転
出

Ｎ
Ｙ
の
人
口
24
万
人
減
少

マ
ウ
イ
島
に
寄
付

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
共
に

ス
カ
ウ
ト
・
ス
ヌ
ー
ピ
ー
（
新

登
場
）
や
ス
ポ
ン
ジ
・
ボ
ブ
な

ど
22
の
巨
大
バ
ル
ー
ン
、
セ
サ

ミ
ス
ト
リ
ー
ト
や
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
が
乗
っ
た
28
の
フ
ロ
ー

ト
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
ピ

エ
ロ
が
行
進
す
る
。
雨
天
決

行
。
テ
レ
ビ
中
継
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
に

て
放
映
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.macys.com/
s/parade/

ワンピース
感謝祭パレードに
初登場！
　

今
年
も
メ
ー
シ
ー
ズ
主
催
の

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
が
11
月
23
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ

れ
る
。
ル
ー
ト
は
西
77
丁
目
の

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト

を
ス
タ
ー
ト
し
、
59
丁
目
コ
ロ

ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
を
左
折
、
６

番
街
を
南
下
し
34
丁
目
に
あ
る

メ
ー
シ
ー
ズ
デ
パ
ー
ト
ま
で
パ

レ
ー
ド
す
る
。

　

今
年
は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

で
実
写
版
ド
ラ
マ
が
全
世
界
配

信
さ
れ
た
日
本
の
ア
ニ
メ
「
ワ

ン
ピ
ー
ス
」
の
主
人
公
ル
フ
ィ

＝
写
真
＝
が
初
登
場
。
高
さ
50

フ
ィ
ー
ト
（
約
15
メ
ー
ト
ル
）、

長
さ
43
フ
ィ
ー
ト
（
約
13
メ
ー

ト
ル
）
の
大
き
さ
で
、
海
賊
王

を
目
指
す
麦
わ
ら
の
一
味
の
大

胆
不
敵
な
船
長
が
感
謝
祭
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
現
れ
る
。
そ
の

ほ
か
ピ
カ
チ
ュ
ウ
や
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ル
の
悟
空
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
格
好
を
し
た
ビ
ー
グ
ル

メ
ー
ン
州
銃
乱
射
事
件
で

上
川
外
相
お
見
舞
い
発
出

　

10
月
25
日
に
メ
ー
ン
州
ル
イ

ス
ト
ン
で
発
生
し
た
銃
乱
射
事

件
を
受
け
、
26
日
に
上
川
陽
子

　
メ
ー
ン
州
ル
イ
ス
ト
ン
で
10

月
25
日
に
起
き
た
銃
乱
射
事
件

の
容
疑
者
の
遺
体
が
27
日
、
ル

イ
ス
ト
ン
か
ら
約
13
キ
ロ
離
れ

た
ア
ン
ド
ロ
ス
コ
ギ
ン
郡
に
あ

る
リ
ス
ボ
ン
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
の

川
の
近
く
の
雑
木
林
で
発
見
さ

れ
た
。
頭
部
に
銃
弾
を
受
け
た

痕
が
あ
り
、自
殺
と
み
ら
れ
る
。

　
ロ
バ
ー
ト
・
カ
ー
ド
容
疑
者

︵
40
︶
の
捜
索
は
２
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
住
民
に
屋
内

退
避
命
令
が
出
さ
れ
、
学
校
や

企
業
が
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
り
す

る
事
態
に
な
っ
て
い
た
。

　
事
件
は
25
日
午
後
７
時
少
し

前
に
発
生
。
ル
イ
ス
ト
ン
の
ボ

ー
リ
ン
グ
場
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

タ
イ
ム
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
カ
ー
ド
容
疑
者
が
自
動
小
銃

を
乱
射
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
た
ア
ロ
ン
・
ヤ
ン

外
務
大
臣
は
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ブ

リ
ン
ケ
ン
米
国
国
務
長
官
に
宛

て
て
、
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

出
し
た
。「
こ
の
度
、
メ
ー
ン

州
ル
イ
ス
ト
ン
で
発
生
し
た
銃

乱
射
事
件
に
よ
り
、
多
数
の
死

傷
者
が
出
た
と
の
報
に
接
し
、

深
い
悲
し
み
と
強
い
憤
り
を
覚

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
残
忍
な

行
為
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ

ろ
う
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
犠

牲
者
の
方
々
に
心
か
ら
の
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
、
御
遺
族
に
対
し

哀
悼
の
意
を
表
し
、
負
傷
者
の

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
」。

銃
乱
射
の
犯
人
遺
体
で
発
見

メ
ー
ン
州
で
31
人
死
傷
の
惨
事

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、
松
田

常
葉
会
長
︶
は
8
月
31
日
か
ら

9
月
14
日
ま
で
開
催
し
た
第
51

回
年
次
展
覧
会
で
8
月
に
発
生

し
た
マ
ウ
イ
島
山
火
災
に
よ
る

被
災
者
救
援
の
た
め
売
上
作
品

価
格
の
50
％
を
寄
付
に
充
て
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
小
作
品
展
を
併

設
。
作
品
展
で
集
ま
っ
た
寄
付

金
８
３
５
ド
ル
50
セ
ン
ト
と
Ｎ

Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

︵
三
木
伸
夫
会
長
︶
か
ら
の
寄

付
を
合
わ
せ
た
３
０
０
０
ド
ル

が
10
月
24
日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
ハ
ワ

イ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
フ
ァ
ウ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
付
さ
れ
た
。

同
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
50

地
区
︵
ハ
ワ
イ
諸
島
︶
を
統
括
、

支
援
金
受
付
窓
口
と
な
り
直
接

被
災
地
に
物
資
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
寄
付
の
小
切
手
は
、
ハ

ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル
で
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
新
谷
佳
子
会

員
か
ら
同
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
の
リ
ン
ダ
・
ロ
ス
・
マ
イ
ヤ

ー
ズ
会
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

今
年
の
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
展
覧
会

マ
イ
ヤ
ー
ズ
会
長
に
寄
付
を
手
渡
す
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
新
谷
さ
ん
（
左
）

性
同
一
性
障
害
者
の
手
術
強
制
は
違
憲
、

国
籍
は
く
奪
法
は
合
憲

グ
さ
ん
︵
14
︶
と
ビ
ル
さ
ん

︵
44
︶
親
子
や
、
日
頃
か
ら
ボ

ー
リ
ン
グ
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
い
た
ボ
ブ
・
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
さ
ん
︵
76
︶
ら
７
人
︵
女
性

１
人
と
男
性
６
人
︶
が
殺
さ
れ

た
。
最
初
の
通
報
は
午
後
６
時

56
分
で
、
90
秒
ほ
ど
で
近
く
の

射
撃
場
に
い
た
私
服
警
官
４
人

が
到
着
し
た
が
容
疑
者
は
す
で

に
逃
走
し
て
い
た
。
制
服
警
官

が
到
着
し
た
の
は
通
報
か
ら
約

４
分
後
だ
っ
た
。

　
ボ
ー
リ
ン
グ
場
か
ら
の
最
初

の
通
報
か
ら
12
分
後
の
午
後
７

時
８
分
、
今
後
は
車
で
７
キ
ロ

ほ
ど
離
れ
た
ス
キ
ー
メ
ン
ジ
ー

ズ
・
バ
ー
＆
グ
リ
ル
・
レ
ス
ト

ラ
ン
で
男
が
乱
射
し
て
い
る
と

の
通
報
が
あ
っ
た
。
８
人
が
ほ

ぼ
即
死
、
３
人
が
搬
送
先
の
病

院
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
カ

ー
ド
容
疑
者
は
警
察
が
到
着
す

る
前
に
逃
走
し
た
。

　
こ
の
事
件
で
は
14
歳
か
ら
76

歳
ま
で
の
計
18
人︵
男
性
16
人
、

女
性
2
人
︶
が
死
亡
し
、
13
人

が
負
傷
し
た
。
死
亡
者
の
う
ち

４
人
、
負
傷
者
の
う
ち
2
人
は

聴
覚
障
害
者
だ
っ
た
。
当
初
、

死
者
は
22
人
と
の
報
道
も
あ
っ

た
が
後
に
訂
正
さ
れ
た
。

　
翌
26
日
、
警
察
が
カ
ー
ド
容

疑
者
の
親
族
の
自
宅
を
包
囲

し
、
４
時
間
に
わ
た
っ
て
投
降

な
ど
を
呼
び
掛
け
た
が
、
姿
は

確
認
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
。
事

件
直
後
に
隣
町
リ
ス
ボ
ン
で
は

容
疑
者
が
逃
走
に
使
っ
た
と
み

ら
れ
る
車
が
見
つ
か
っ
て
い

た
。
自
殺
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
27
日
は
川
の
捜
索
も
し

て
お
り
遺
体
発
見
に
至
っ
た
。

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.macys.com/s/parade/
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搬
送
さ
れ
た
男
性
死
亡

日
本
人
の
20
代
と
判
明

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
、
望
月
良
子

理
事
長
）
は
10
月
26
日
、
イ
エ

ー
ル
ク
ラ
ブ
で
創
立
42
周
年
記

念
晩
餐
会
を
開
催
し
１
１
５

人
が
参
加
し
た
。
同
団
体
は

１
９
８
１
年
創
立
以
来
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
無
償
で
提
供
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
認
定
非

営
利
団
体
。
日
常
生
活
を
す
る

上
で
直
面
す
る
問
題
か
ら
、
言

語
、
文
化
お
よ
び
制
度
の
違
い

に
よ
っ
て
生
じ
る
複
雑
な
問
題

ま
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
の
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
専

門
教
育
・
訓
練
を
受
け
た
日
・

英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

守
秘
義
務
遵
守
の
も
と
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
い
る
。　

　

特
別
ゲ
ス
ト
の
音
楽
家
・
矢

野
顕
子
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
弾
き
語

り
で
、
春
先
小
紅
、Prayer

、

ご
は
ん
が
で
き
た
よ
、
ひ
と
つ

だ
け
の
４
曲
を
歌
っ
た
。
続
い

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の

日
系
社
会
へ
の
貢
献
に
感
謝
す

る
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

　

今
年
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
賞
が

シ
テ
ィ
・
ケ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
本
多
桂
子
さ

ん
に
贈
ら
れ
た
。本
多
さ
ん
は
、

シ
テ
ィ
・
ケ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
拡
充
し
、
日

本
語
で
説
明
が
必
要
な
患
者
に

日
本
語
で
対
応
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
な
ど
貢
献
し
た
。
本

多
さ
ん
は
「
栄
誉
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
活
動
と
ス
タ
ッ
フ
皆

様
の
献
身
的
な
努
力
に
触
れ
、

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
サ
ポ
ー
ト

団
体
が
存
在
す
る
日
本
人
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

最
後
に
岡
崎
奈
津
子
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
活
動

報
告
を
行
っ
た
。
昨
年
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
対
応
総
数
は
高
齢
者

の
対
応
も
含
め
、
６
２
７
５
件

だ
っ
た
。
現
在
81
歳
に
な
る
ひ

と
り
暮
ら
し
の
男
性
が
、
認
知

の
問
題
で
公
的
支
援
や
ア
パ
ー

ト
の
リ
ー
ス
更
新
を
滞
っ
て
い

た
ケ
ー
ス
が
映
像
で
流
さ
れ
、

高
齢
者
の
問
題
解
決
は
時
間
を

要
す
る
こ
と
や
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
紹
介

さ
れ
た
。
当
日
は
女
優
の
合
田

沙
お
り
さ
ん
が
総
合
司
会
を
務

め
た
。

日系社会の駆け込み寺
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
晩
さ
ん
会

本
多
さ
ん
を
表
彰
、
矢
野
さ
ん
熱
唱

　

Ｎ
Ｙ
歴
史
協
会
（
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
１
７
０
番

地
）
は
現
在
、
黒
人
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
の
運
動
が
基
礎
と
な
っ

た
Ｎ
Ｙ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
を

伝
え
る
企
画
展
「
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
フ
ォ
ー
・
シ
ビ
ル
ラ
イ
ツ
：

ザ
・
Ｎ
Ｙ
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ク
ラ

ブ
１
９
３
６
〜
１
９
７
６
」
を

開
催
し
て
い
る
。 

　

今
年
も
11
月
５
日
に
開
催
さ

れ
る
Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
だ

が
、
１
９
７
０
年
の
開
始
に
至

る
ま
で
、
黒
人
市
民
た
ち
の
運

動
が
同
大
会
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
主
に
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人

で
構
成
さ
れ
た
ハ
ー
レ
ム
・
ヘ

ル
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
第
３
６
９

歩
兵
連
隊
）
の
隊
員
だ
っ
た
ジ

ョ
ー
・
ヤ
ン
シ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア

（
１
９
１
０
〜
91
）
は
、
教
育

と
ス
ポ
ー
ツ
を
促
す
市
民
団
体

Ｎ
Ｙ
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ク
ラ
ブ
を

36
年
ハ
ー
レ
ム
に
創
設
し
た
。

同
団
体
は
人
種
差
別
の
な
い
試

合
を
協
賛
し
、
長
距
離
走
を
運

営
す
る
当
時
の
米
ア
マ
チ
ュ
ア

運
動
連
合
の
経
済
、
人
種
偏
見

に
挑
ん
だ
。 

　

同
団
体
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
テ

ッ
ド
・
コ
ー
ビ
ッ
ト（
１
９
１
９

〜
２
０
０
７
）
は
、
52
年
に
初

の
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
と
し
て

参
戦
し
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
含
む
多
く
の
大
会

で
走
り
、
現
在
の
Ｔ
Ｃ
Ｓ
・
Ｎ

Ｙ
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
運
営
す

る
Ｎ
Ｙ
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
ズ
を

創
設
し
た
。
同
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
当
初
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
コ
ー
ビ

ッ
ト
の
提
案
で
、
６
年
後
か
ら

市
内
の
全
５
区
を
網
羅
す
る
コ

ー
ス
に
変
更
さ
れ
た
。
後
に
彼

は
「
米
国
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

同
展
で
は
、
コ
ー

ビ
ッ
ト
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

時
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
、
Ｎ
Ｙ

Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
変
更
を

要
求
し
た
コ
ー
ビ
ッ
ト
直
筆
の

手
紙
ほ
か
家
族
が
所
蔵
す
る
初

公
開
の
多
く
の
品
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

Photograph: By 
Michael Lewis 
/ Courtesy of 

New York Road 
Runners 

NYマラソンの起源
黒人の人権運動から
歴史伝える企画展

望月理事長（右）からコミュニティ・リーダー賞を受ける本多さん（左）

演
奏
後
に
花
束
を
も
ら
い
笑
顔
の
矢
野
さ
ん
（
右
）

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
南
郊
サ
ン
ペ
ド
ロ
で

10
月
９
日
、
日
本
円
を
所
持
し
、

外
傷
性
脳
損
傷
で
発
見
さ
れ
た

身
元
不
明
の
男
性
︵
本
紙
10
月

21
日
号
既
報
︶
は
、
日
本
人
だ

っ
た
こ
と
が
23
日
に
分
か
っ

た
。
ま
た
搬
送
か
ら
４
日
後
の

13
日
に
す
で
に
死
亡
し
て
い
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本
総
領
事
館
に

よ
る
と
、
23
日
に
現
地
捜
査
当

局
か
ら
入
国
時
の
情
報
と
照
合

し
た
結
果
、
男
性
は
20
代
の
日

本
人
と
特
定
し
た
と
の
連
絡
が

あ
っ
た
と
い
う
。
名
前
や
身
元

も
判
明
し
た
。
男
性
の
死
亡
原

因
に
つ
い
て
現
地
当
局
か
ら
事

件
性
は
な
い
と
の
報
告
を
受
け

た
と
い
う
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本
総
領
事

館
は
今
月
18
日
の
本
紙
の
取
材

に
対
し
て
﹁
旅
行
に
行
っ
た
ま

ま
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
息

子
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
心
配
す

る
安
否
の
問
い
合
わ
せ
が
数
件

あ
っ
た
と
し
、
総
領
事
館
の
館

員
が
搬
送
先
の
ハ
ー
バ
ー
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ａ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が

情
報
提
供
を
一
般
市
民
に
求
め

て
呼
び
か
け
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ラ

ー
ト
を
出
し
た
翌
日
に
病
院
に

行
っ
た
が
、
男
性
が
日
本
人
で

あ
る
と
い
う
確
証
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
在
留
邦
人
や
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
系
社
会
に
対

し
て
の
公
表
や
情
報
の
提
供
を

求
め
る
領
事
メ
ー
ル
な
ど
は
発

出
し
な
か
っ
た
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
保
健
サ
ー

ビ
ス
局
に
よ
る
と
、
こ
の
患
者

は
20
代
半
ば
の
ア
ジ
ア
系
男
性

で
、
外
傷
性
脳
損
傷
を
負
っ
た

後
、
同
市
ワ
イ
ル
ダ
ー
・
ア
デ

ィ
シ
ョ
ン
公
園
近
く
の
住
宅

地
、
サ
ウ
ス
メ
イ
ヤ
ー
通
り

３
７
０
０
番
地
で
倒
れ
て
い
る

の
を
発
見
さ
れ
た
。
負
傷
の
原

因
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
男

性
は
黒
い
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
、
日

本
の
通
貨
が
入
っ
た
財
布
、
旅

行
サ
イ
ズ
の
衛
生
用
品
数
点
を

持
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
タ
ト
ゥ
ー
や
目
立
つ
傷
は

な
い
。
当
局
に
よ
る
と
、
男
は

身
長
1
メ
ー
ト
ル
75
セ
ン
チ
、

体
重
約
70
キ
ロ
。
同
総
領
事
館

で
は
、
邦
人
援
護
の
観
点
か
ら

入
院
先
の
病
院
と
日
本
国
内
遺

族
と
の
連
絡
を
取
り
持
ち
な
が

ら
、
遺
族
と
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
る
と
い
う
。
病
院
が
一
般

市
民
か
ら
の
情
報
を
求
め
る
た

め
に
公
開
し
た
写
真(

同
本
紙

既
報
︶
で
は
、
頭
部
に
包
帯
を

巻
き
顔
面
に
も
腫
れ
た
よ
う
に

も
見
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し

て
意
識
不
明
に
な
る
ほ
ど
の
脳

損
傷
を
受
け
た
の
か
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
3
か
月
毎
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
治
安
情
勢
や
日
本
人
の
犯

罪
被
害
例
な
ど
を
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
安
全
対
策
情
報
﹂
と
し
て

発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お

け
る
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の

一
般
犯
罪
発
生
状
況
は
次
の

通
り
。
殺
人
94
件
︵
前
年
同

期
比
24
・
８
％
減
少
︶、
強
姦

３
５
５
件
︵
同
19
・
２
％
減
︶、

強
盗
４
４
９
２
件
︵
９
・
１
％

減
︶、
加
重
暴
行
７
３
９
１
件

︵
１.

６
％s

増
︶、
侵
入
窃
盗

３
３
６
２
件
︵
20
％
の
減
︶、

多
額
窃
盗
１
万
３
０
１
６
件

︵
６
・
９
％
減
︶、
自
動
車
窃
盗

４
４
２
９
件
︵
20
・
７
％
増
︶、

合
計
３
万
３
１
３
９
件
︵
０
・

４
％
減
︶。
傾
向
は
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
区
を
含
む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
全
域
で
殺
人
事
件
な
ど

の
凶
悪
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る

ほ
か
、
加
重
暴
行
、
特
に
自
動

車
の
窃
盗
事
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。

　
日
本
人
の
犯
罪
被
害
は
、
9

月
上
旬
、
夕
方
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
を
女
性
が
シ
テ
ィ
バ
イ
ク
で

走
行
中
、
突
然
、
男
か
ら
空
き

缶
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。
空
き

缶
が
当
た
ら
ず
、
男
は
襲
い
か

か
ろ
う
と
し
て
き
た
た
め
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
た
。
ま
た
9
月

中
旬
、
深
夜
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
市
を
観
光
中
の
男
性
が
男
に

旅
券
、
現
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
及
び
免
許
証
が
入
っ
た
鞄

を
ひ
っ
た
く
ら
れ
た
。
日
本
企

業
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
国
際

情
勢
の
推
移
に
よ
り
、
政
治
的

な
背
景
に
よ
る
反
日
示
威
行
動

が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
し

て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

自
転
車
走
行
中
に
空
き
缶

日
本
人
女
性
よ
け
て
逃
げ
る

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

121

ペ
ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
注
記
事
項
に
つ
い
て

腸
を
大
切
に
す
る
習
慣
を

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
と
邦
人
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
）
が
共
催
す
る
第
17
回
秋

の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
（
後
援
：
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
）

で
、
日
本
で
人
気
の
有
名
講
師

陣
がYouTube

で
講
演
配
信

す
る
恒
例
の
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
大

学
・
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー

ズ
」
第
７
弾
が
９
月
21
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
陣
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン

ド
社
（
本
社
大
阪
市
、
河
本
扶

美
子
社
長
）
が
運
営
す
る
マ
イ

ベ
ス
ト
プ
ロ
登
録
の
専
門
家
３

人
。
企
画
は
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
。　

　

第
３
時
限
の
講
義
は
、
一
般

社
団
法
人
日
本
美
腸
協
会
認
定

講
師
の
松
山
友
美
さ
ん
（
鹿
児

島
県
鹿
児
島
市
）
に
「
人
生
が

１
８
０
度
変
わ
っ
た
、
私
に
合

っ
た
や
り
方
で
腸
レ
ッ
ス
ン
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。　

　

大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
は

日
米
で
格
差
が
あ
る
。
日
本
で

２
０
１
７
年
の
死
亡
者
数
は

５
万
６
８
１
人
。
米
国
で
の
同

年
の
死
亡
者
数
５
万
２
６
０
人

と
人
数
は
大
差
な
い
が
、
ア
メ

リ
カ
の
人
口
は
日
本
の
２
・
75

倍
な
の
で
、
日
本
の
方
が
圧
倒

的
に
死
亡
率
が
高
い
こ
と
に
な

る
。
そ
の
理
由
は
、
検
診
の
状

況
に
差
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の

人
の
方
が
受
け
る
意
識
が
高
い

た
め
。
日
本
は
ま
だ
ま
だ
検
査

を
受
け
る
人
が
少
な
い
の
で
検

査
に
対
す
る
意
識
を
ま
ず
持
つ

こ
と
が
必
要
だ
。　
　

　

次
の
項
目
で
自
分
に
あ
っ
た

も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ

う
。
◇
20
分
以
上
の
運
動
を
週

に
２
回
し
て
い
る
。
◇
朝
ス
ッ

キ
リ
起
き
ら
れ
る
。
◇
日
頃
イ

ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
少
な
い
。

◇
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
排
泄

す
る
。◇
朝
食
を
摂
っ
て
い
る
。

◇
野
菜
を
１
日
３
回
食
べ
て
い

る
。
◇
外
食
（
コ
ン
ビ
ニ
・
フ

ァ
ス
ト
フ
ー
ド
）
は
週
に
３
回

以
下
。
◇
水
を
１
日
１
・
５
リ

ッ
ト
ル
以
上
飲
ん
で
い
る
。
◇

毎
日
お
風
呂
は
湯
船
に
浸
か

る
。７
個
以
上
イ
エ
ス
な
ら「
美

腸
」、
４
〜
６
個
な
ら
「
普
通

腸
（
危
険
腸
）」、
３
個
以
下
な

ら
「
汚
腸
」。　
　

　

小
腸
の
働
き
は
、
食
べ
物
の

消
化
吸
収
、免
疫
細
胞
の
集
中
、

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
生
成
分
泌
。
腸

の
働
き
に
は
食
品
添
加
物
の
入

っ
た
食
品
の
摂
取
を
控
え
る
こ

と
が
大
切
。
大
腸
の
働
き
は
、

便
の
形
成
、
腸
内
細
菌
（
善
玉

菌
、
悪
玉
菌
、
日
和
見
菌
）
が

あ
る
。
２
対
１
対
７
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
。
菌
の
エ
サ
に
な
る

も
の
を
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大

切
。
主
に
植
物
繊
維
、
水
溶
性

の
植
物
繊
維
、発
酵
食
品
な
ど
。

納
豆
や
な
め
こ
、
長
芋
、
山
芋
、

オ
ク
ラ
、
海
藻
類
、
熟
し
た
バ

ナ
ナ
、
り
ん
ご
が
良
い
。
腸
の

活
動
に
お
す
す
め
な
食
材
は
、

味
噌
、
醤
油
、
酢
、
甘
酒
な
ど

の
発
酵
食
品
。
植
物
性
の
乳
酸

菌
が
お
す
す
め
。
漬
物
や
キ
ム

チ
な
ど
。　

　

腸
の
働
き
に
プ
ラ
ス
に
な
る

習
慣
は
、
朝
、
コ
ッ
プ
一
杯
の

ぬ
る
め
の
水
を
飲
む
こ
と
。
少

量
で
も
朝
食
は
摂
る
こ
と
。
朝

日
を
浴
び
る
こ
と
。
毎
朝
ト
イ

レ
に
座
る
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
。
座
る
時
間
が
長
い
人
は
定

期
的
に
立
っ
て
体
を
動
か
す

こ
と
。
湯
船
に
は
ぬ
る
め
の

お
湯
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
る
こ

と
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時

間
を
作
る
こ
と
。
夕
食
は
寝

る
３
時
間
前
に
は
食
べ
る
こ

と
。
動
画
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.org 

ま

で
。

日本美腸協会認定講師

松山友美さん

　
﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

財
務
諸
表
にPension Plan

の
注
記
を
書
く
よ
う
に
と
会

計
士
か
ら
言
わ
れ
た
ん
じ
ゃ

が
、
何
を
書
け
ば
よ
い
の
じ
ゃ

ろ
？
﹂
会
社
経
営
者
の
鬣
︵
た

て
が
み
︶
が
お
も
む
ろ
に
会
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙

吉
︵
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通

称
、
譲
謙
︶
に
尋
ね
た
。
﹁
ペ

ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
確
定
拠
出

型
ペ
ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
確
定

給
付
型
ペ
ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

分
か
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
で
す

か
？
﹂
﹁
ほ
う
、
ど
ち
ら
と
も

確
定
ナ
ン
チ
ャ
ラ
ら
し
い
が
、

い
っ
た
い
何
が
ど
う
違
う
の
じ

ゃ
？
﹂
﹁
確
定
拠
出
型
ペ
ン
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
と
は
、
企
業
の
費

用
負
担
は
拠
出
す
る
費
用
部
分

の
み
で
あ
っ
て
、
従
業
員
に
給

付
さ
れ
る
金
額
に
つ
い
て
は
、

企
業
は
一
切
追
加
的
な
負
担
を

負
わ
な
い
と
い
う
ペ
ン
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
す
﹂
﹁
そ
う
す
る
と
、

誰
が
給
付
金
額
を
き
め
る
の
じ

ゃ
？
﹂
﹁
通
常
は
、
受
給
を
受

け
る
従
業
員
自
身
で
す
。
従
業

員
は
運
用
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら

自
分
の
好
き
な
投
資
ス
タ
イ
ル

を
選
択
し
て
自
分
で
資
金
を
運

用
し
、
資
産
形
成
を
し
て
い
き

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
給
付
金

額
は
自
分
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
﹂﹁
ほ
う
そ
れ
は
従
業
員
に

自
由
度
が
あ
っ
て
よ
い
な
。
と

こ
ろ
で
確
定
給
付
型
と
は
ど
ん

な
方
法
じ
ゃ
？
﹂﹁
確
定
給
付

型
と
は
、
企
業
が
従
業
員
に
給

付
金
額
や
給
付
方
法
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
約
束
す
る
方
式
の
ペ

ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
﹂﹁
ほ

う
、
そ
れ
も
従
業
員
は
安
心
し

て
働
け
る
の
で
よ
い
な
﹂﹁
は

い
、
確
か
に
聞
こ
え
は
よ
い
の

で
す
が
、
い
わ
ば
将
来
の
給

付
額
を
約
束
す
る
も
の
な
の

で
、
企
業
に
と
っ
て
の
負
担
は

非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
未

来
を
だ
れ
も
確
実
に
予
測
な

ど
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
ま

た
、
不
確
実
な
未
来
の
約
束
を

そ
う
簡
単
に
果
た
せ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
企
業
に
と
っ
て

は
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
﹂﹁
確
か
、
う
ち
の
会
社

は
、401(k)Plan

を
採
用
し

て
い
た
が
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
の

プ
ラ
ン
じ
ゃ
？
﹂﹁
そ
れ
は
典

型
的
な
確
定
拠
出
型
プ
ラ
ン
で

す
﹂﹁
ほ
う
、そ
れ
は
よ
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
注
記
は
ど
う
な
っ

と
る
ん
じ
ゃ
ろ
？
﹂﹁
注
記
の

内
容
は
、
両
者
の
プ
ラ
ン
で
、

全
く
異
な
り
ま
す
﹂﹁
同
じ
ペ

ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
言
う
の
に

な
ぜ
じ
ゃ
？
﹂﹁
確
定
拠
出
型

ペ
ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
特
に

401(k) Plan

は
、
企
業
の
リ

ス
ク
も
従
業
員
の
リ
ス
ク
も
ほ

と
ん
ど
な
い
の
に
比
べ
て
、
確

定
給
付
型
ペ
ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

は
、
将
来
を
約
束
す
る
た
め
に

企
業
は
非
常
に
高
い
リ
ス
ク
を

負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
﹂

﹁
そ
う
か
、
そ
れ
で
、
具
体
的

に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
じ

ゃ
？
﹂﹁
確
定
拠
出
型
ペ
ン
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
で
要
求
さ
れ
て
い

る
開
示
内
容
は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
へ
の
企
業
の
拠
出
額
、

会
計
期
間
で
変
更
に
な
っ
た
プ

ラ
ン
の
内
容
と
そ
の
影
響
、
例

え
ば
、
企
業
の
拠
出
割
合
の
変

更
や
企
業
結
合
や
企
業
売
却
な

ど
、
の
み
で
す
﹂﹁
そ
れ
じ
ゃ
、

確
定
給
付
型
は
ど
う
じ
ゃ
？
﹂

﹁
確
定
給
付
型
の
開
示
は
、
給

付
義
務
債
務
、
プ
ラ
ン
資
産
の

時
価
、フ
ァ
ン
ド
ス
テ
ー
タ
ス
、

企
業
の
拠
出
額
、
従
業
員
の
拠

出
額
、
給
付
金
の
金
額
、
累
積

給
付
債
務
、
向
こ
う
５
年
間
の

給
付
金
額
の
予
想
値
、
サ
ー
ビ

ス
コ
ス
ト
や
、
そ
の
他
諸
々
、

非
常
に
多
く
の
開
示
が
求
め
ら

れ
ま
す
﹂﹁
そ
ん
な
の
見
て
も

わ
か
る
人
は
少
な
い
じ
ゃ
ろ
﹂

﹁
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
﹂

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：
齊
藤
幸
喜

　
Ｎ
Ｙ
市
が
運
営
す
る
生
活
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
３
１
１
で
、
人
口

当
た
り
の
苦
情
件
数
が
最
も
多

い
の
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
メ
ド
ウ
ズ
で
あ
る
こ
と

が
、
海
外
引
越
専
門
ム
ー
バ
ー

Ｄ
Ｂ
社
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た

デ
ー
タ
で
分
か
っ
た
。 

　
同
社
は
、
２
０
２
２
年
８
月

か
ら
23
年
８
月
の
苦
情
件
数
を

ジ
ッ
プ
コ
ー
ド
で
比
較
し
た
。

ジ
ッ
プ
コ
ー
ド
１
１
３
６
６
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
メ
ド
ウ
ズ
周
辺

の
苦
情
件
数
は
、
１
万
人
当
た

り
１
万
８
３
５
件
だ
っ
た
。
同

地
域
は
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
と
Ｊ
Ｆ

Ｋ
国
際
空
港
の
中
間
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
に
飛
行

機
エ
ン
ジ
ン
音
ほ
か
、
車
の
ア

ラ
ー
ム
音
な
ど
の
苦
情
が
多
い

と
い
う
。
同
市
５
区
で
同
件
数

最
多
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
で
、
ジ

ッ
プ
コ
ー
ド
１
０
４
６
６
と

ア
ッ
パ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

１
０
０
３
１
共
に
上
位
10
位
内

に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
最
も
苦

情
が
少
な
か
っ
た
地
域
も
ブ
ロ

ン
ク
ス
で
、
１
０
４
７
５
の
コ

ー
プ
シ
テ
ィ
は
コ
ー
プ
住
宅
開

発
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
人

は
３
１
１
に
相
談
す
る
よ
り
も

内
部
で
問
題
を
解
決
す
る
傾
向

に
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。 

　
ダ
イ
ヤ
ル
３
１
１
は
今
年
３

月
に
開
設
20
周
年
を
迎
え
た
。

こ
れ
ま
で
に
は
﹁
自
宅
の
冷
蔵

庫
の
音
が
う
る
さ
い
﹂﹁
生
き

た
鶏
の
茹
で
方
を
知
り
た
い
﹂

﹁
ペ
ッ
ト
犬
を
扶
養
と
し
て
税

金
控
除
を
申
請
し
た
い
﹂な
ど
、

応
答
に
閉
口
し
て
し
ま
う
相
談

内
容
も
少
な
く
な
い
。
３
１
１

は
あ
く
ま
で
も
﹁
非
緊
急
電
話

サ
ー
ビ
ス
﹂
で
あ
る
。 

最も苦情電話が多い地域 
電話３１１に問い合わせ
一位はフレッシュメドウズ 

https://www.takenakapartners.com/
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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２
０
２
４
年
の
昇
給
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
？

クイックUSA

　

米
系
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
マ
ー
サ
ー
社
の
報
告
書

に
よ
る
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
お
よ
そ
４

人
に
３
人
（
74
％
）
が
来
年
中

に
少
な
く
と
も
３
％
の
賃
金
引

き
上
げ
を
計
画
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。

https://www.imercer.com/
articleinsights/annual-
increase-budget-2024

　

調
査
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
経

営
幹
部
が
今
後
18
か
月
間
の
イ

ン
フ
レ
を
最
も
急
激
に
加
速
さ

せ
る
要
因
は
賃
金
上
昇
だ
と
指

摘
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
こ
数
か
月
で
物
価
圧
力

が
低
下
し
た
た
め
、
イ
ン
フ
レ

調
整
後
の
賃
金
上
昇
率
も
低
下

し
た
。 

労
働
省
の
今
月
の
報

告
書
に
よ
る
と
、
実
質
平
均
時

給
の
前
年
比
伸
び
率
は
６
月
の

１
・
３
％
か
ら
、
７
月
は
１
・
１

％
、
８
月
は
０
・
５
％
と
鈍
化

し
た
。
同
期
間
中
、
労
働
者
の

供
給
は
需
要
に
近
く
な
り
、
失

業
率
は
６
月
の
３
・
６
％
か
ら

８
月
に
は
３
・
８
％
に
上
昇
し

た
。
多
く
の
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
が
早
け
れ
ば
第
４
四
半
期
に

は
緩
や
か
な
景
気
後
退
が
始
ま

る
と
予
想
し
て
い
る
中
、
雇
用

主
の
45
％
が
年
収
上
昇
鈍
化
の

主
な
理
由
と
し
て
「
経
済
的
不

確
実
性
」
を
挙
げ
て
い
る
。
調

査
に
よ
る
と
企
業
の
34
％
が
業

績
悪
化
が
昇
給
抑
制
の
要
因
だ

と
回
答
し
、
33
％
の
企
業
は
離

職
圧
力
が
緩
和
さ
れ
た
と
指
摘

し
た
。

　

実
際
、
労
働
省
に
よ
る
と
、

離
職
率
、
つ
ま
り
総
雇
用
に

占
め
る
離
職
者
数
の
割
合
は
、

２
０
２
２
年
８
月
の
２
・
８
％

か
ら
７
月
に
は
２
・
３
％
に
低

下
し
た
。
労
働
市
場
が
冷
え
込

み
始
め
る
に
つ
れ
、
労
働
者
の

期
待
も
高
ま
り
、
雇
用
主
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
い
く
ら
か
軽
減

さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一

方
、
低
賃
金
労
働
者
は
今
後
も

比
較
的
高
い
水
準
で
転
職
す
る

可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

152
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
ビ
ル

歴
史
建
造
物
に
つ
き
慎
重
に

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
23
丁
目
に
あ

る
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
ビ
ル
が

高
級
住
宅
に
建
て
替
え
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ブ
ロ
ツ
キ

ー
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

ソ
ル
ジ
ェ
ン
テ
・
グ
ル
ー
プ
、

グ
ラ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
Ｇ
Ｆ
Ｐ

リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
か
ら
な
る

開
発
チ
ー
ム
は
、
22
階
建
て
の

ビ
ル
を
住
宅
ス
ペ
ー
ス
に
改
装

す
る
た
め
、
来
年
早
々
か
ら
許

認
可
を
申
請
す
る
予
定
だ
と
い

う
。
築
１
２
０
年
の
フ
ラ
ッ
ト

ア
イ
ア
ン
ビ
ル
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る

た
め
、
開
発
業
者
は
手
続
き
を

進
め
る
前
に
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
保
存
委
員
会
の
承
認
を
得
る

必
要
が
あ
る
。

　

ブ
ロ
ツ
キ
ー
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ロ

ツ
キ
ー
最
高
経
営
責
任
者
は
、

「
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
象
徴
的
な
建
物
で

あ
り
、
こ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
物

件
を
保
存
す
る
こ
と
を
大
変
誇

り
に
思
う
。
我
々
は
、
こ
の
ビ

ル
が
住
宅
に
適
し
て
い
る
と
信

じ
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
市
お

よ
び
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
保
存
委
員

会
と
協
力
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　

改
装
さ
れ
た
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ

ア
ン
ビ
ル
に
何
戸
の
住
宅
が
建

設
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が

賃
貸
住
宅
な
の
か
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
な
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
23
丁
目
と
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
角
に
位
置
す
る
同

ビ
ル
は
、
著
名
な
建
築
家
ダ
ニ

エ
ル
・
バ
ー
ナ
ム
に
よ
っ
て
設

計
さ
れ
、１
９
０
２
年
に
完
成
、

当
時
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
以
北

で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
最
も
高
い

ビ
ル
で
あ
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
の
不
動
産
会
社
ソ

ル
ジ
ェ
ン
テ
は
２
０
０
８
年
に

ビ
ル
の
支
配
権
を
購
入
し
、
ホ

テ
ル
へ
の
改
築
を
計
画
し
た

が
、
イ
ギ
リ
ス
の
出
版
社
マ
ク

ミ
ラ
ン
が
入
居
し
続
け
て
い
た

た
め
、そ
の
計
画
は
頓
挫
し
た
。

同
出
版
社
は
19
年
に
撤
退
し
、

翌
年
に
は
ビ
ル
全
体
が
空
き
家

と
な
っ
て
い
た
。

名物ビル住宅に変身

　
「Econom

ic Research 
Institute

」
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ

る
と
オ
ー
プ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と

採
用
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
は
以
前
に
な
か
っ
た
よ

う
な
乖
離
が
発
生
し
て
き
て
い

る
。
筆
者
は
特
に
セ
ク
タ
ー
ご

と
に
見
て
み
る
と
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
業
界
（
飲
食
店
・
ホ
テ

ル
等
）
は
特
に
求
人
が
難
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
肌

で
感
じ
て
い
る
。

　

マ
ー
サ
ー
社
の
調
査
で
も

「
労
働
者
は
、
報
酬
、
そ
し
て

最
終
的
に
は
経
済
的
安
全
性
の

た
め
、
賃
金
を
増
や
す
別
の
機

会
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
労
働
力
の
移
住
は
今

後
も
続
く
だ
ろ
う
。
経
済
的
安

全
性
の
向
上
に
対
す
る
労
働
者

の
ニ
ー
ズ
は
依
然
と
し
て
非
常

に
高
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

労
働
者
、
特
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
業
界
に
い
た
労
働
者
が
リ
ス

キ
リ
ン
グ
（
別
の
業
界
に
移
れ

る
よ
う
な
技
術
習
得
）
を
行
っ

て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
に
別

の
業
界
で
仕
事
を
見
つ
け
て
い

る
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
も
Ｂ
Ｂ
Ｃ

等
で
行
わ
れ
て
い
た
。
調
査
に

よ
る
と
、
業
績
向
上
の
た
め
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
予
算
は
全

産
業
平
均
で
３
・
５
％
増
加
さ

せ
る
と
の
回
答
が
出
て
来
て
い

る
。
24
年
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
業

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
財
務

逼
迫
か
ら
の
回
復
に
向
け
て
、

業
績
向
上
の
た
め
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
予
算
を
３
・
１
％
増
額
す

る
計
画
だ
と
い
う
。 

消
費
財
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
保
険
を
提
供
す

る
企
業
は
、
24
年
に
業
績
向
上

の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予

算
を
３
・
７
％
確
保
す
る
予
定

と
回
答
し
て
い
る
。

　

24
年
の
昇
給
予
算
の
増
加
予

想
は
３
・
９
％
と
回
答
さ
れ
て

い
る
。
23
年
よ
り
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
22
年
の
３
・
８

％
増
を
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。 

こ
の

調
査
で
は
、
雇
用
主
の
85
％
が

予
算
編
成
の
準
備
段
階
に
あ
る

と
回
答
し
た
と
指
摘
し
た
。
マ

ー
サ
ー
社
は
23
年
７
月
31
日
か

ら
８
月
11
日
ま
で
、
15
の
業
界

に
わ
た
る
９
０
０
社
以
上
の
企

業
を
対
象
に
こ
の
調
査
を
実
施

し
た
と
し
て
い
る
。
24
年
９
月

に
入
り
、
物
価
が
更
に
上
昇
、

株
価
の
下
落
、
等
先
行
き
が
不

透
明
な
状
況
は
依
然
と
し
て
継

続
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｒ
の
舵
取
り

も
非
常
に
難
し
い
局
面
に
入
っ

て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP

　

Philosophy LLC 

代
表

www.919usa.com

　
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
女

性
・
平
和
・
安
全
保
障
︵
Ｗ
Ｐ

Ｓ
︶
研
究
所
及
び
笹
川
平
和
財

団
が
主
催
す
る
﹃
女
性
、平
和
、

安
全
保
障
に
お
け
る
男
性
の
参

加
﹄
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
10
月
30

日
、
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
、

上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
、
ビ
デ

オ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
形

で
参
加
し
た
。
外
相
は
全
て
の

国
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
や
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
、
特
に
本

年
が
、
日
本
と
の
友
好
協
力
50

周
年
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

と
の
間
で
、
互
い
に
学
び
な
が

ら
よ
り
平
和
な
世
界
を
共
に
創

っ
て
い
く
決
意
を
も
っ
て
、
Ｗ

Ｐ
Ｓ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
更
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

上
川
外
相
ビ
デ
オ
参
加

国
連
本
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.rostamilaw.com
http://kkobo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.imercer.com/articleinsights/annual-increase-budget-2024
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ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
特
化

し
た
高
級
基
礎
化
粧
品
メ
ー
カ

ー
、
コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド
ジ
ャ
パ

ン
（
本
社
東
京
、
荒
木
勝
也
代

表
）
は
11
月
21
日
（
火
）
午
後

６
時
か
ら
、Ｎ
Ｙ
日
系
人
会（
西

45
丁
目
49
番
地
５
階
）
で
、「
美

肌
美
人
の
秘
訣
教
え
ま
す
！
」

と
題
し
た
新
製
品
紹
介
・
冬
の

美
容
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

当
日
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
青
木
恵
子
氏
に
よ
る

講
演
「
女
性
と
し
て
、
い
つ
ま

で
も
若
く
老
け
な
い
秘
訣
」
の

ほ
か
、
荒
木
代
表
が
「
化
粧
品

業
界
の
動
向
と
現
状
」「
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
の
肌
の
手
入

れ
、
乾
燥
対
策
」「
コ
ス
メ
プ

ラ
ウ
ド
既
存
商
品
の
紹
介
・
説

明
」「
新
製
品
ゴ
ー
ル
ド
ネ
ッ

ク
＆
デ
コ
ル
テ
エ
ス
ト
ロ
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
の
説
明
と

使
用
方
法
（
開
発
秘
話
）」
な

ど
を
解
説
す
る
。
ま
た
、
参
加

者
に
は
人
気
商
品
の
フ
ァ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
や
サ
ン
プ
ル
セ
ッ
ト

が
進
呈
さ
れ
る
ほ
か
、
同
社
全

商
品
の
特
別
価
格
で
の
販
売
や

抽
選
会
も
催
さ
れ
る
。

　

参
加
費
無
料
・
要
予
約
（
定

員
50
人
）。
希
望
者
は
11
月
17

日
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

cosmeproud.co.jp

、
ま
た

は
電
話
０
１
１
・
81
・
３
・

６
２
２
８
・
４
８
０
０
（
担
当
：

堀
井
・
久
保
・
浅
羽
さ
ん
）
ま

で
申
し
込
む
。

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド
が
21
日

無
料
美
容
セ
ミ
ナ
ー
開
催

青
木
恵
子
さ
ん
が
講
演

　

Ｎ
Ｙ
在
住
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
廣
瀬
公
美
の
個
展
「May 

Everyone Be Happy

」

が

11
月
8
日
（
水
）
か
ら

12
月
19
日
（
火
）
ま
で
、

INTERNATIONAL CENTER 
OF CCCS

（
メ
イ
デ
ン
レ
ー
ン

80
番
地
14
階
）で
開
催
さ
れ
る
。

　

身
の
周
り
で
起
こ
っ
た
人
間

模
様
の
中
で
の
思
い
、
悩
み
、

情
熱
を
ぶ
つ
け
て
誰
と
も
同
じ

に
な
ら
な
い
絵
を
創
作
し
、
主

に
原
色
を
使
っ
た
個
性
の
表
現

を
追
求
し
た
作
品
10
点
を
展
示

す
る
。
廣
瀬
は
「
私
が
過
ご
し

て
き
た
日
々
や
思
い
出
の
中
で

感
じ
た
こ
と
、
人
々
は
こ
ん
な

も
の
を
見
る
と
心
が
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か

等
、想
像
し
た
良
い
夢
の
数
々
、

お
も
し
ろ
お
か
し
い
不
可
思
議

な
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
観
で
す
」

と
話
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
は
11
月
８
日（
水
）

午
後
５
時
か
ら
７
時
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

artspheres.org/

を
参
照
。 『Buff alo of love』

廣瀬公美
NY展8日から

インターナショナルセンターで

　

伝
説
の
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、

は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の
『
は
っ
ぴ

い
え
ん
ど
』『
風
街
ろ
ま
ん
』

の
２
作
品
が
11
月
３
日
、
ア
ナ

ロ
グ
盤
で
再
発
売
さ
れ
る
。
は

っ
ぴ
い
え
ん
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
の
ち
に
日
本
の
音
楽
界
に

多
大
な
功
績
を
残
す
こ
と
に

な
る
細
野
晴
臣
、
大
瀧
詠
一
、

松
本
隆
、
鈴
木
茂
に
よ
っ
て

１
９
６
９
年
に
結
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
。「
日
本
語
ロ
ッ
ク
の

礎
」
を
築
い
た
と
言
わ
れ
、
そ

の
後
の
Ｊ
ロ
ッ
ク
や
Ｊ
ポ
ッ
プ

の
源
流
と
な
っ
た
。

　

代
表
曲
「
風
を
あ
つ
め
て
」

（『
風
街
ろ
ま
ん
』
収
録
）
は
、

ソ
フ
ィ
ア
・
コ
ッ
ポ
ラ
監
督
の

映
画
「
ロ
ス
ト
・
イ
ン
・
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
２
０
０
３

年
公
開
）
の
挿
入
歌
と
し
て
印

象
的
に
使
わ
れ
る
な
ど
、
海
外

で
も
人
気
も
高
い
楽
曲
。
ま
た

同
作
品
は
シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
の
元

祖
と
も
言
え
る
楽
曲
で
、
国
内

外
の
Ｚ
世
代
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ラ
バ
ー
た
ち
に
も
聴
き
継

が
れ
て
い
る
。

　

ア
ナ
ロ
グ
盤
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
マ
ス
タ
ー
か
らMIXER’S 

LAB

の
北
村
勝
敏
氏
に
よ
る
最

新
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
国
内
プ
レ

ス
を
行
う
こ
と
で
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
音
源
を
忠
実
に
再
現
」
す
る

作
品
と
な
っ
て
い
る
。ま
た『
は

っ
ぴ
い
え
ん
ど
』
は
ク
リ
ア
レ

ッ
ド
盤
、『
風
街
ろ
ま
ん
』
は

透
明
ク
リ
ア
盤
と
、
初
の
カ
ラ

ー
レ
コ
ー
ド
盤
で
の
リ
リ
ー
ス

と
な
る
。
発
売
は
ソ
ニ
ー
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
レ
ー
ベ
ル
ズ
。
米

国
で
はLight in the Attic

か

ら
購
入
で
き
る
。定
価
40
ド
ル
。

https://lightintheattic.net/
products/happy-end-sony-
japan

はっぴいえんど
２作品がアナログ盤で発売
ソニー・ミュージックレーベルズ

tel:2122136069
https://www.hondag.com
https://www.instagram.com/hi_collar/
https://japanvillage.com/
https://aantcinc.com/
https://newyork-apartment-realestate.com/
http://ariyoshiny.com
https://www.bozubrooklyn.com/
https://artspheres.org/
https://artspheres.org/
https://artspheres.org/
https://lightintheattic.net/products/happy-end-sony-japan
mailto:info@cosmeproud.co.jp


（9）　　 ［ローカル面］ 2023年（令和 5年）11月 4日（土）

映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な

　
　

小
さ
な
田
舎
街
の
ダ
イ
ナ
ー

　

ダ
ッ
チ
ェ
ス
郡
の
小
さ
な
町

ミ
ル
ブ
ル
ッ
ク
は
、
こ
れ
と
言

っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
訳

で
は
な
い
が
、
小
綺
麗
で
し
っ

と
り
と
落
ち
着
い
た
感
じ
の
と

て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
町
で

「
控
え
め
な
ハ
ン
プ
ト
ン
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の

町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
人
気
第
１
位

を
誇
る
の
が
「
ミ
ル
ブ
ル
ッ

ク
・
ダ
イ
ナ
ー
」。
１
９
０
０

年
代
ダ
イ
ナ
ー
の
主
流
ス
タ
イ

ル
だ
っ
た
ス
テ
ン
レ
ス
張
り
の

食べ歩き

建
物
で
、
元
々
は
食
堂
車
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

も
の
。
建
物
左
手
、
看
板
の
下

の
緑
色
の
服
を
着
た
勇
敢
そ
う

な
女
性
の
像
が
目
印
。

　

日
曜
日
の
午
後
２
時
、
カ
ウ

ン
タ
ー
席
も
含
め
て
満
席
だ
。

夫
婦
、
家
族
、
友
人
同
士
、
み

ん
な
モ
リ
モ
リ
食
べ
な
が
ら
ワ

イ
ワ
イ
楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
る
の
を
見
て
い
る

と
、
こ
ち
ら
も
幸
せ
な
気
分
に

な
っ
て
く
る
。
今
回
食
べ
た
の

は
ベ
ル
ジ
ャ
ン
ワ
ッ
フ
ル
（
イ

チ
ゴ
と
バ
ナ
ナ
乗
せ
13
ド
ル
25

セ
ン
ト
）
と
Ｂ
Ｌ
Ｔ
（
８
ド
ル

25
セ
ン
ト
）。
サ
ク
サ
ク
の
ワ

ッ
フ
ル
に
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
頬
張
る
。

日
曜
日
は
こ
う
で
な
く
ち
ゃ
。

Ｂ
Ｌ
Ｔ
は
カ
リ
カ
リ
ベ
ー
コ
ン

と
新
鮮
野
菜
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の

バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
で
、
付
け
合

せ
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ

も
熱
々
で
美
味
し
い
。
人
の
回

転
が
多
い
せ
い
か
コ
ー
ヒ
ー
も

淹
れ
た
て
で
文
句
な
し
。
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
サ
ー
バ
ー
の
お

じ
さ
ん
と
の
会
話
も
楽
し
い
。

Millbrook Diner
3266 Franklin Ave. Millbrook

TEL: 845-677-5319
https://millbrookdiner.com/
毎日 9:00～ 21:00

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
、
映
画

に
出
て
く
る
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
ダ
イ
ナ
ー
で
過
ご
し

た
ひ
と
と
き
は
、さ
さ
や
か
な
、

で
も
キ
ラ
キ
ラ
し
た
輝
き
を
持

つ
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

パ
ン
ケ
ー
キ
や
ワ
ッ
フ
ル
に

欠
か
せ
な
い
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
は
じ

め
て
か
ら
味
わ
う
機
会
が
ぐ
っ

と
増
え
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
人

も
多
い
は
ず
。
世
界
の
生
産
量

の
約
８
割
を
占
め
る
カ
ナ
ダ
に

は
大
き
く
引
き
離
さ
れ
る
が
米

国
北
東
部
も
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
全

米
ト
ッ
プ
の
バ
ー
モ
ン
ト
州
に

次
い
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は

２
０
０
０
を
超
え
る
メ
ー
プ
ル

シ
ロ
ッ
プ
業
者
が
年
間
75
万
ガ

ロ
ン
を
生
産
し
て
い
る
。
生
産

者
は
州
北
部
に
多
い
が
、
実
は

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
さ

ほ
ど
遠
く
な
い
場
所
に
も
メ
ー

プ
ル
小
屋
が
あ
り
、
産
地
直
販

の
シ
ロ
ッ
プ
が
購
入
で
き
る
。

今
回
は
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の

基
本
情
報
と
日
帰
り
ド
ラ
イ
ブ

で
行
け
る
メ
ー
プ
ル
小
屋
を
ご

紹
介
。

・
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
サ
ト

ウ
カ
エ
デ
な
ど
カ
エ
デ
料
の
樹

液
を
集
め
て
濃
縮
し
た
も
の

で
、
カ
エ
デ
の
種
類
や
土
壌
、

気
候
、
蒸
留
方
法
の
違
い
な
ど

で
風
味
が
異
な
る
。

・
以
前
は
切
り
込
み
を
入
れ
た

カ
エ
デ
に
バ
ケ
ツ
を
く
く
り
つ

け
て
樹
液
（
メ
ー
プ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
）
を
集
め
て
い
た
が
、
最

近
は
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
を
使
っ

た
機
械
化
が
進
ん
で
い
る
。

・
Ｎ
Ｙ
州
の
採
取
時
期
は
３
月

下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け

て
。
採
取
時
期
の
初
め
に
採
取

し
た
樹
液
の
糖
度
が
最
も
高
く

（
２
〜
２
・
５
％
）
徐
々
に
糖
度

が
下
が
っ
て
い
く
。
糖
度
が
高

い
樹
液
は
シ
ロ
ッ
プ
に
す
る
ま

で
煮
詰
め
る
時
間
が
短
い
た
め

明
る
い
色
に
仕
上
が
り
、
繊
細

な
風
味
を
持
つ
。
時
期
が
遅
く

な
る
に
つ
れ
煮
詰
め
る
時
間
が

長
く
な
り
、
シ
ロ
ッ
プ
の
色
が

濃
く
な
り
味
わ
い
も
増
す
。
Ｎ

Ｙ
州
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
協

会
で
は
色
の
濃
さ
に
応
じ
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
、
ア
ン
バ
ー
、
ダ
ー

ク
、
ベ
リ
ー
ダ
ー
ク
の
４
グ
レ

ー
ド
を
設
け
て
い
る
。

・
採
取
期
の
最
後
に
採
取
し
た

樹
液
を
煮
詰
め
た
ベ
リ
ー
ダ
ー

ク
は
長
時
間
煮
詰
め
る
こ
と
で

渋
み
や
苦
み
が
出
て
く
る
た

め
、
生
食
で
は
な
く
料
理
用
と

し
て
の
み
使
用
可
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な

ど
肉
の
マ
リ
ネ
や
、
シ
チ
ュ

ー
、
カ
レ
ー
の
煮
込
み
料
理
の

隠
し
味
に
使
う
と
味
に
深
み
が

出
て
お
す
す
め
。
肉
じ
ゃ
が
や

カ
ボ
チ
ャ
の
煮
付
け
に
も
合
い

そ
う
。

・
１
ガ
ロ
ン
の
シ
ロ
ッ
プ
を
作

る
た
め
に
は
40
〜
60
ガ
ロ
ン
の

樹
液
が
必
要
。
季
節
や
種
類
に

よ
っ
て
異
な
る
が
１
本
の
カ
エ

デ
か
ら
年
間
約
10
ガ
ロ
ン
の
樹

液
が
採
れ
る
。
樹
液
全
部
を
搾

り
取
る
の
で
は
な
く
10
％
ほ
ど

を
採
取
す
る
た
め
、
カ
エ
デ
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
は
少
な
い
（
と
人

間
は
思
っ
て
い
る
）。

・
開
封
前
の
シ
ロ
ッ
プ
は
常
温

で
長
期
間
保
存
可
能
。
開
封
後

は
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
早
め
に

食
べ
き
る
よ
う
に
。
も
し
カ
ビ

が
生
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
カ
ビ

を
取
り
除
い
た
後
に
鍋
で
沸
騰

さ
せ
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
。

■ホワイトオーク・ファーム　
　ホワイトプレーンズ駅から車で約 30
分。こんな近くにこんな場所が！と感嘆
するメープル小屋。蒸留時期以外、小屋
は無人だが手書きの看板に書かれた電話
番号に電話すると、５分ほどでおじさん
がやって来て店を開けてくれる。例年３
月下旬の週末に蒸留作業を見学させてく
れるので興味のある方は是非。週末のみ
午前 10時から午後４時まで。祝祭日は
事前に電話で確認のこと。
White Oak Farm (680 Croton Lake Rd. 
Yorktown Heights) 
電話 914・245・7535
www.facebook.com/whiteoakfarm1/
■ソウカップ・ファーム　
　ホワイトプレーンズ駅から車で約１時

間 10分。１９５０年代に趣味で始めた
メープルシロップ作りが徐々に拡大し、
３代目となった現在はファームストアを
併設し、メープルを使った幅広い商品を
販売している。自家製ベーカリーや軽食
も販売、週末によってはヘイライドを運
行するので子供連れにおすすめ。金・午
後 12時～６時、土・午前 10時～午後５
時、日・午前 10時～午後４時。
Soukup Farm (271 Halls Corners Rd. 
Dover Plains) 電 話 845・264・3137　
www.soukupfarms.com/

■メープルリーフ・シュガリング
　ホワイトプレーンズ駅から車で約１時
間 50分。今回紹介する３軒の中では一
番遠方にある分、森の中にポツンとあ

る風情がたまらなく良い。しかもショッ
プは無人販売。自己申告制で商品リスト
が貼られた封筒に現金を入れてバケツに
入れるか、個人間送金アプリのベンモ
（Venmo）で支払う。シロップのほか、
プチ冷蔵庫にはメープルクリームが入っ
ている。洗濯バサミでぶら下がっている
メープルわたあめも忘れずに。お得意さ
ん用レフィルの大きなガラス瓶が並んで
いるが、こんな大量のシロップを一体何
に使うのか？考えながら店を出た。
Maple Leaf Sugaring (9 Dupier Rd. 
Ghent) 
電話 518・929・0484
www.mapleleafsugaring.com/

Ｎ
Ｙ
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
も
の
が
た
り

近場のメープル小屋トップ３

White Oak Farm FBより

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.mapleleafsugaring.com/
http://www.soukupfarms.com/
https://millbrookdiner.com/
http://www.facebook.com/whiteoakfarm1/
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今
年
９
月
に
発
表
さ
れ
た

人
気
作
家
・
東
野
圭
吾
の
新

作
『
あ
な
た
が
誰
か
を
殺
し

た
』。
東
野
圭
吾
フ
ァ
ン
な
ら

説
明
も
い
ら
な
い
「
加
賀
恭
一

郎
シ
リ
ー
ズ
」
で
あ
る
。
刑
事

の
加
賀
を
主
人
公
に
し
た
推
理

小
説
シ
リ
ー
ズ
で
、
東
野
氏
の

デ
ビ
ュ
ー
２
作
目
と
な
る
『
卒

業
』（
１
９
８
６
年
）
で
初
登

場
し
（
そ
の
と
き
加
賀
は
ま
だ

大
学
生
だ
っ
た
）、
そ
の
後
の

『
眠
り
の
森
』（
89
年
）
以
降
は

警
察
庁
捜
査
一
課
の
刑
事
と
な

り
、
練
馬
署
、
日
本
橋
署
と
舞

台
を
変
え
な
が
ら
難
事
件
を
解

決
し
て
き
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ

は
全
10
作
品
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
や
映
画
化
も
さ
れ
て
い

る
東
野
氏
の
作
品
の
な
か
で
、

同
シ
リ
ー
ズ
は
連
続
ド
ラ
マ

『
新
参
者
』
と
映
画
『
麒
麟
の

翼
』
で
人
気
俳
優
の
阿
部
寛
が

加
賀
を
演
じ
て
い
た
。
と
い
う

わ
け
で
、
私
の
中
の
加
賀
恭
一

郎
は
阿
部
寛
で
あ
る
。
今
回
は

う
ら
若
き
ア
イ
ド
ル
的
な
ヒ
ロ

イ
ン
は
い
な
か
っ
た
が
、
本
書

の
登
場
人
物
も
一
人
一
人
俳
優

を
あ
て
て
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
を

読
む
よ
う
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

の
が
、
私
の
「
東
野
圭
吾
の
楽

し
み
方
」
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
「
ガ
リ
レ
オ
シ

リ
ー
ズ
」
の
主
人
公
・
天
才
物

理
学
者
は
福
山
雅
治
だ
し
、
ホ

テ
ル
を
舞
台
に
し
た
「
マ
ス
カ

レ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ
」
は
映
画
で

主
演
し
た
木
村
拓
哉
で
あ
る
。

　

今
回
の
作
品
で
は
、
わ
け
あ

っ
て
長
期
休
暇
中
の
加
賀
が
、

お
そ
ら
く
軽
井
沢
あ
た
り
と
思

わ
れ
る
「
閑
静
な
別
荘
地
」
を

舞
台
に
起
き
た
連
続
殺
人
事
件

に
出
会
う
。
事
件
後
、
被
疑
者

は
す
ぐ
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
が

「
死
刑
に
な
り
た
い
」
と
言
う

だ
け
で
事
件
の
詳
細
は
ま
っ
た

く
語
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
事
件

の
真
相
を
知
り
た
い
遺
族
た
ち

は
互
い
の
情
報
を
持
ち
寄
り
、

お
そ
ら
く
軽
井
沢
の
森
の
中
に

あ
る
老
舗
ホ
テ
ル
の
「
万
平
ホ

テ
ル
」
が
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
る

ク
ラ
シ
カ
ル
な
ホ
テ
ル
に
て
、

「
検
証
会
」
を
開
い
て
事
件
に

向
か
い
合
お
う
と
す
る
。
そ
の

検
証
会
の
司
会
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
加
賀
が
、
別
荘
族
た
ち

の
笑
顔
の
裏
に
あ
る
別
の
顔
を

見
つ
め
な
が
ら
、
名
探
偵
の
よ

う
に
推
理
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
く

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　

物
語
の
後
半
で
は
、
検
証
会

に
参
加
し
た
遺
族
た
ち
に
よ
る

告
白
が
次
々
と
述
べ
ら
れ
、
あ

っ
と
驚
く
展
開
や
背
筋
が
寒
く

な
る
よ
う
な
人
間
の
表
裏
が
垣

間
見
え
る
場
面
が
連
続
す
る
。

阿
部
寛
が
「
そ
の
人
が
分
か
ら

な
い
と
事
件
は
解
決
で
き
な

い
」
と
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
証
言
や
ち
ょ
っ
と
し
た
質

問
の
答
え
方
な
ど
か
ら
事
件
の

真
相
を
暴
い
て
い
く
。

　

本
書
は
、（
私
の
中
で
は
）

軽
井
沢
の
別
荘
地
で
起
き
た
連

続
殺
人
事
件
に
つ
い
て
阿
部
寛

が
推
理
を
展
開
し
た
の
だ
が
、

と
り
わ
け
「
な
ぜ
」
の
部
分
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
近
年
「
秋
葉
原
無
差

別
殺
人
事
件
」
を
は
じ
め
、
街

中
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
店
内
な
ど
で
見
ず
知
ら
ず
の

人
を
切
り
付
け
る
な
ど
の
事
件

を
起
こ
し
、
殺
人
（
ま
た
は
殺

人
未
遂
）
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た

者
た
ち
が
言
う
「
誰
で
も
よ
か

っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

普
通
に
生
き
て
き
た
人
に
は
到

底
理
解
で
き
な
い
言
葉
だ
が
、

本
書
の
容
疑
者
も
同
じ
言
葉
を

述
べ
て
い
た
。「
死
刑
に
な
る

た
め
に
誰
で
も
よ
か
っ
た
」。

事
件
を
起
こ
し
た
理
由
は
容
疑

者
の
人
生
を
注
意
深
く
振
り
返

り
、
掘
り
下
げ
な
い
と
理
解
で

き
な
い
も
の
だ
、
そ
ん
な
現
代

人
の
心
の
闇
を
切
り
取
っ
た
よ

う
な
内
容
だ
っ
た
。
巻
頭
に
あ

る
別
荘
の
地
図
を
見
な
が
ら
位

置
関
係
を
把
握
し
て
読
め
た
の

は
良
か
っ
た
。（
高
田
由
起
子
）

 現代人の心の闇を切り取る
東野 圭吾・著

講談社 ・刊

■幸福御礼（林真理子、角川文庫）東京で暮らす大鷹由香
は、夫・志郎の実家に関するトラブルを抱えていた。知り
合った頃、夫は実家が田舎の小さな材木屋と語っていたが、
本当は北関東にある河童市の名士の一族だったのだ。「大
鷹家の嫁」としての義務に抵抗していた由香だが、夫の伯
父である現職市長の急病により状況は一変する。■「超」
創造法　生成AIで知的活動はどう変わる？（野口悠紀雄、
幻冬舎新書）生成AIによって、単純な知的作業の効率を
著しく高めることが可能になった。そのおかげで人間は、
AIにはできない「創造活動」に集中できる。創造とはアイ
デアを見つけ育てること。生成AIという優秀な助手を得
てさらにバージョンアップした、著書の最強のアイデア創
造法を公開する。■あなたが誰かを殺した（東野圭吾、講
談社）閑静な別荘地で起きた連続殺人事件。残された人々
は真相を知るため「検証会」に集う。 そこに現れたのは
長期休暇中の刑事・加賀恭一郎。私たちを待ち受けていた
のは、想像もしない運命だった。久しぶりに登場した東野
圭吾の「加賀恭一郎シリーズ」最新刊。■それでも、「普
通の会社員」はいちばん強い（新井健一、日本経済新聞出版）
日本企業の会社員は最強だ。それはAIが人類から仕事を
奪うと言われるこの時代においても変わらない。これから
日本企業の会社員が磨くべき2割の「＋α」とは。ミドル
会社員の悩みにこたえてきた人事コンサルタントによる、逆説のキャリア論。
■関東大震災　文豪たちの証言（石井正巳、中公文庫）関東大震災から100年。
震災直後から雑誌メディアを中心に多くの作家が手記・証言を残した。文豪
たちの記録は何を語りかけるのか。鏡花、荷風、志賀、谷崎、芥川、与謝野
晶子、野上弥生子、平塚らいてう、吉野作造ら、作家・文化人・著名人によ
る文章から、関東大震災のさまざまな局面が映し出される。■怪物の木こり
（倉井眉介、宝島社文庫）良心の呵責を覚えることなく、自分にとって邪魔
な者たちを日常的に何人も殺してきたサイコパスの弁護士・二宮彰。ある日、
彼が仕事を終えると「怪物マスク」を被った男に襲撃される。第17回『こ
のミステリーがすごい！』大賞の大賞受賞作。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

本
音
と
建
て
前
が
渦
巻
く
家
族
小
説
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
得
た
最
強
の
ア
イ
デ
ア
創
造
法
。

東
野
圭
吾
の
謎
解
き
ミ
ス
テ
リ
ー
。
40
歳
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
生
き
る
か
。
文
豪
た

ち
に
よ
る
関
東
大
震
災
の
リ
ア
ル
。
第
17
回
『
こ
の
ミ
ス
』
大
賞
受
賞
作
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

夏
も
過
ぎ
、
11
月
に
な
る
と

空
気
が
冷
た
く
な
り
、
大
地
と

そ
こ
に
住
む
す
べ
て
の
生
き
物

が
冬
に
備
え
る
。
猫
た
ち
は
数

匹
で
か
た
ま
っ
て
温
め
合
い
な

が
ら
眠
り
、
森
の
動
物
た
ち
は

食
べ
物
と
冬
の
隠
れ
家
を
求
め

て
走
り
回
る
。
そ
し
て
人
々
は

秋
の
収
穫
を
祝
う
た
め
に
家
族

や
友
人
が
集
ま
り
、
大
き
な
テ

ー
ブ
ル
に
パ
イ
や
七
面
鳥
、
大

皿
料
理
を
並
べ
て
感
謝
祭
の
食

事
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
人
絵
本

作
家
の
シ
ン
シ
ア
・
ラ
イ
ア
ン

ト
に
よ
り
２
０
０
８
年
に
発
行

さ
れ
た
絵
本
。
ク
ラ
シ
カ
ル
な

雰
囲
気
で
ち
ょ
っ
と
セ
ン
チ
メ

ン
タ
ル
、
そ
し
て
語
彙
が
豊
富

な
ラ
イ
ア
ン
の
自
由
詩
と
、
優

し
い
秋
を
描
い
た
挿
し
絵
に
癒

さ
れ
る
、
感
謝
祭
に
子
供
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
喜
ば
れ
そ

う
な
本
。
ラ
イ
ア
ン
ト
は
多
く

の
小
説
や
絵
本
作
品
を
生
み
出

し
て
お
り
、
優
れ
た
児
童
書
に

贈
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ベ
リ
ー
賞
や

コ
ー
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
の
受
賞
経

験
が
あ
る
。
古
き
良
き
ア
メ
リ

カ
の
伝
統
的
な
家
族
の
食
卓

や
、
冬
支
度
を
す
す
め
る
生
き

物
た
ち
の
話
し
。　
　
（
高
田
）

秋
の
気
配
と
冬
の
準
備

 『In Novenmber』
Written by Cynthia Rylant

Published by Clarion Books

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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日
本
の
女
性
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

で
﹁
闘
う
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
﹂

の
異
名
を
持
ち
、
一
昨
年
５
月

ま
で
Ｗ
Ｂ
Ｏ
女
子
世
界
ス
ー
パ

ー
フ
ラ
イ
級
王
者
と
し
て
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
に
君
臨
し

た
吉
田
実
代
︵
35)

が
、
米
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
ボ
ク
シ

ン
グ
ジ
ム
﹁
グ
リ
ー
ソ
ン
ズ
・

ジ
ム
﹂︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、エ
ド
・

シ
ル
バ
ー
グ
レ
ー
ド
代
表
︶
に

移
籍
し
て
１
年
。
モ
ハ
メ
ド
・

ア
リ
、
マ
イ
ク
・
タ
イ
ソ
ン
ら

多
数
の
名
世
界
王
者
を
生
み
出

し
た
名
門
ジ
ム
か
ら
今
年
４
月

に
米
国
デ
ビ
ュ
ー
戦
を
勝
利
で

飾
っ
た
。
そ
の
第
２
戦
目
イ
ン

タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
タ
イ

ト
ル
マ
ッ
チ
︵
バ
ン
タ
ム
級
︶

が
11
月
７
日
︵
火
︶
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
の
エ
ジ
ソ
ン
・
ボ
ー

ル
ル
ー
ム
︵
西
47
丁
目
２
４
０

番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
対
戦

相
手
は
ダ
ラ
ス
出
身
で
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
４
位
米
国
第
１
位
の

シ
ュ
レ
ッ
タ
・
メ
ト
カ
リ
フ
。

　
吉
田
は
初
代
日
本
女
子
バ
ン

タ
ム
級
王
者
と
２
階
級
制
覇
し

た
実
力
の
持
ち
主
で
、
バ
ン
タ

ム
級
で
の
参
戦
は
今
回
５
年
ぶ

り
。
夏
の
試
合
が
２
回
流
れ
た

た
め
減
量
と
体
重
調
整
が
続
き

体
調
管
理
に
神
経
を
使
っ
た
と

い
う
。
キ
ッ
ク
14
戦
、
総
合
３

戦
、
ボ
ク
シ
ン
グ
20
戦
と
プ
ロ

で
37
戦
目
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
が
試

合
前
は
い
つ
も
緊
張
す
る
と

い
う
。
そ
ん
な
練
習
づ
く
め

の
吉
田
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

よ
う
と
ヘ
ア
と
ネ
イ
ル
で
試

合
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
ネ

イ
ル
サ
ロ
ン
﹁
マ
デ
ィ
ソ
ン

25
﹂
が
10
月
26
日
グ
リ
ー
ソ
ン

ジ
ム
の
名
前
や
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ベ
ル
ト
、
日
米
の
国
旗
を

あ
し
ら
っ
た
ネ
イ
ル
を
施
し

て
く
れ
た
＝
写
真
＝
。﹁
テ
ン

シ
ョ
ン
め
っ
ち
ゃ
上
が
り
ま

す
﹂
と
喜
ぶ
吉
田
。
ネ
イ
リ
ス

ト
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ア
キ
コ

さ
ん
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ヘ
ア

サ
ロ
ン
・H

A
ZU

K
I

と
ネ
イ

ル
サ
ロ
ンm

iG
ak

の
オ
ー
ナ

ー
石
原
大
地
さ
ん
、
静
香
さ
ん

夫
妻
が
経
営
す
る
店
で
今
年
５

月
に
マ
ジ
ソ
ン
街
の
48
丁
目
の

ビ
ル
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
吉

田
さ
ん
は
試
合
や
年
間
ス
ポ
ン

サ
ー
を
Ｎ
Ｙ
の
日
系
企
業
に
な

っ
て
も
ら
え
な
い
か
希
望
し
て

い
る
。
現
在
整
体
の
フ
ァ
ン
ク

フ
ィ
ジ
オ
、
Ｊ
Ｗ
Ｎ
が
試
合
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

は
１
２
５
ド
ル
か
ら
。
購
入

は T
elecharge.com

　
電
話

８
０
０
・
４
４
７
・
７
４
０
０
。

試

合

の

名

前

は
﹁H

eroes 
O

n T
he H

udson 11/7

﹂。
　

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

吉
田
実
代
第
２
戦
決
定
11
月
７
日

女子プロボクシング
インターコンチネンタル
タイトルマッチNYで

ネイルサロンでテンションもアップ

　

ア
レ
ロ
パ
シ
ー（
他
感
作
用
）

と
は
植
物
が
放
出
す
る
化
学
物

質
が
他
の
生
物
に
何
ら
か
の
作

用
を
及
ぼ
す
現
象
の
こ
と
で

す
。
実
は
桂
の
落
ち
葉
か
ら
に

お
う
甘
い
香
り
も
ア
レ
ロ
パ
シ

ー
の
役
目
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
カ
ナ
ダ
に
近
い
東
海

岸
沿
い
の
島
、
マ
ウ
ン
ト
デ
ザ

ー
ト
島
よ
り
お
便
り
し
ま
す
。

ア
ー
ケ
デ
ィ
ア
国
立
公
園
の
紅

葉
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
も
の
の

ま
だ
ま
だ
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
こ
こ
に
は
ア
ス
テ
ィ

ク
・
ア
ザ
レ
ア
ガ
ー
デ
ン
と
い

う
静
か
で
美
し
い
日
本
的
な
庭

園
が
あ
り
ま
す
。
作
庭
者
の
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
サ
ベ
イ
ジ
は
そ
こ

に
在
っ
た
池
と
ツ
ツ
ジ
、
島
に

豊
富
な
岩
と
松
を
見
て
、
日
本

庭
園
の
要
素
を
研
究
し
、
模
倣

で
は
な
く
そ
の
類
似
性
や
偶
然

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
の
島

の
自
然
を
象
徴
し
た
庭
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
庭
を
歩
い
て
い
る
と
甘

い
樹
脂
の
様
な
、
し
か
し
も
っ

と
甘
い
匂
い
が
鼻
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
日
本
の
銘
木
、
桂
の

落
ち
葉
の
匂
い
で
す
。
桂
の
木

は
樹
高
が
高
く
頂
点
か
ら
左
右

対
称
に
広
が
る
端
正
な
樹
形
が

美
し
い
大
木
で
す
。
色
付
い
た

丸
い
ハ
ー
ト
形
の
葉
は
落
ち
て

間
も
な
い
時
は
樹
脂
様
の
甘
い

匂
い
で
す
が
、時
間
が
経
過
し
、

湿
り
、
特
に
雨
の
後
な
ど
、
甘

さ
が
際
立
っ
て
き
て
強
く
匂
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
麦
芽
モ
ル

ト
シ
ロ
ッ
プ
、
バ
タ
ー
ス
コ
ッ

チ
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
砂
糖
と
醤
油

を
加
熱
し
た
様
な
に
お
い
な
ど

色
々
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
甘
い

香
り
の
主
成
分
は
マ
ル
ト
ー
ル

と
い
う
揮
発
性
物
質
で
す
。
松

な
ど
の
針
葉
樹
の
葉
に
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ル
ト
ー

ル
に
は
除
草
活
性
が
あ
り
、
特

定
の
雑
草
の
生
育
を
阻
害
す
る

こ
と
が’

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
験
結
果
か
ら
採
取
48
時
間
後

に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
落
ち
葉
の

下
層
部
で
よ
り
高
い
放
出
量
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
品
中

に
も
含
ま
れ
る
甘
く
美
味
し
そ

う
な
香
り
に
植
物
成
長
阻
害
活

性
が
あ
る
と
い
う
の
は
興
味
深

い
で
す
ね
。

　
橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー
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桂
カ
ツ
ラ
の
葉
の
匂
い　
　

ア
レ
ロ
パ
シ
ー

 

絵
・
古
舘
み
ど
り

http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://www.licensepower.net/
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
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http://www.maliliko.com
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

11 月

霜
しもつき

月

　

新
し
い
町
で
自
分
ひ
と
り
で

行
け
る
場
所
が
、
一
つ
ず
つ
増

え
て
い
き
、
自
分
な
り
の
地
図

が
、
頭
の
な
か
で
広
が
っ
て
い

く
の
は
楽
し
い
。親
元
を
離
れ
、

東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た

学
生
の
頃
を
思
い
出
す
。あ
あ
、

こ
ん
な
ふ
う
に
、
た
っ
た
一
人

で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
試
し

て
い
た
。
恐
る
恐
る
踏
み
出
す

一
歩
は
、
や
が
て
、
生
活
者
と

し
て
の
充
実
に
な
り
、
自
分
を

解
放
し
て
い
け
る
自
信
に
も
な

っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
広
い
空
、
と
て

つ
も
な
く
高
い
木
々
、
軽
や
か

に
交
わ
さ
れ
る
挨
拶
。
そ
ん
な

新
し
い
空
気
を
吸
い
込
み
な
が

ら
、
四
十
代
と
な
っ
た
今
、
新

鮮
な
経
験
が
で
き
て
い
る
こ
と

を
、
幸
運
だ
と
思
え
た
。
ま
だ

ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
や
失
敗

ば
か
り
。
け
れ
ど
そ
れ
だ
っ

て
、
今
の
自
分
な
ら
楽
し
め
そ

う
な
気
が
し
て
き
た
。
ふ
と
軽

く
な
っ
た
心
に
、
ゆ
っ
く
り
と

句
が
降
り
て
き
た
。

季
語
＝
木
の
葉
髪(

冬)

人
の

髪
が
抜
け
落
ち
る
こ
と
を
、
落

ち
葉
に
た
と
え
て
い
う
。
冬
に

人
の
抜
け
毛
が
多
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
木
々
の
姿
に

よ
っ
て
、
意
識
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
る
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
11
月
末
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

grandprix@gmail.com 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.artofhaiku.org 

参

照
。

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

木こ

の
葉は
が
み髪
わ
た
し
を
す
こ
し
軽か
る
く
し
て

59

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
10

月
12
日
、Alstede Farms

に

て
、
初
等
部
6
学
年
合
同
の
移

動
教
室
を
行
っ
た
。
バ
ス
の
車

窓
越
し
に
秋
の
紅
葉
を
楽
し
み

つ
つ
フ
ァ
ー
ム
に
向
か
っ
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
は
Ｎ
Ｊ
の
秋
を

全
身
で
味
わ
う
た
め
、
高
学
年

の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
縦
割
り

班
で
の
活
動
計
画
を
立
て
て
き

た
。
当
日
は
、
10
月
末
の
Ｅ
Ｓ

Ｌ
の
授
業
で
取
り
組
む
「
ジ
ャ

コ
ラ
ン
タ
ン
作
り
」
に
使
用
す

る
か
ぼ
ち
ゃ
を
選
ん
だ
り
、
自

分
た
ち
よ
り
も
ず
っ
と
背
の
高

い
と
う
も
ろ
こ
し
が
立
ち
並
ぶ

農
場
の
コ
ー
ン
メ
イ
ズ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
り
す
る
な
ど
、
秋

の
自
然
を
満
喫
し
た
。「
形
の

い
い
パ
ン
プ
キ
ン
が
取
れ
た

よ
」「
メ
イ
ズ
は
大
き
く
て
、

初
め
は
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、

グ
ル
ー
プ
で
力
を
合
わ
せ
て
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
全
部
回
れ

た
よ
」
な
ど
、
目
を
輝
か
せ
て

語
り
合
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

印
象
的
な
一
日
と
な
っ
た
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
６
０
人
）
で
は
、

10
月
28
日
に
親
子
ク
ラ
ス
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
も
う
」
を

行
い
、
７
組
の
未
就
園
児
と
保

護
者
が
参
加
し
た
。

 　
恐
竜
、ユ
ニ
コ
ー
ン
、黒
猫
、

エ
ル
サ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
骸
骨
な

ど
、
思
い
思
い
の
衣
装
を
身
に

つ
け
た
子
ど
も
た
ち
に
、
在
校

生
も
「
か
わ
い
い
ね
、
よ
く
き

た
ね
」
と
声
を
か
け
た
。「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
と
い

う
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
は
、

「
キ
ュ
ウ
ケ
ツ
こ
う
も
り
」
や

「
ミ
イ
ラ
お
と
こ
」
と
い
っ
た

聞
き
慣
れ
な
い
お
も
し
ろ
い
言

葉
に
大
喜
び
し
た
。

 　
最
後
に
職
員
室
で
ト
リ
ッ

ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
を
行
い
、
お

菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
自
分
の
作

っ
た
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
大
切
そ

う
に
持
ち
帰
っ
た
。

親
子
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
の
初
等
部
（
櫻
井
幹
也
校

長
、
26
人
）
は
10
月
25
日
、
ア

メ
リ
カ
文
化
に
親
し
む
体
験
の

一
環
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
教
員
の

協
力
の
下
、
初
等
部
6
学
年
合

同
の
ジ
ャ
コ
ラ
ン
タ
ン
作
り
を

行
っ
た
。
児
童
が
使
用
し
た
か

ぼ
ち
ゃ
は
、
校
外
学
習
の
パ
ン

プ
キ
ン
ピ
ッ
キ
ン
グ
で
一
人
一

人
が
選
ん
だ
も
の
。

　

ま
ず
は
、
事
前
に
考
え
て
き

た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
カ
ボ
チ
ャ

に
ク
レ
ヨ
ン
で
下
絵
を
描
く
。

「
も
っ
と
大
き
く
描
い
た
方
が

彫
り
や
す
い
よ
」
と
い
っ
た
上

級
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
つ

つ
、
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
を

描
い
て
い
っ
た
。
次
は
、
へ
た

の
周
り
を
丸
く
切
り
取
り
、
中

の
わ
た
や
種
を
取
り
出
す
。
し

っ
か
り
と
中
身
を
取
り
出
さ
な

い
と
傷
み
や
す
い
と
聞
き
、
児

童
は
真
剣
な
表
情
で
中
身
を
掻

き
出
し
て
い
た
。
最
後
は
、
カ

ー
ビ
ン
グ
用
の
ナ
イ
フ
を
使
っ

て
の
顔
作
り
。
細
部
ま
で
丁
寧

に
作
業
し
、
思
い
思
い
の
デ
ザ

イ
ン
に
仕
上
げ
て
い
た
。
出
来

上
が
っ
た
ジ
ャ
コ
ラ
ン
タ
ン
は

個
性
豊
か
で
、
動
物
や
有
名
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
、
さ
ら
に
は
自
分

の
名
前
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

も
あ
っ
て
、
鑑
賞
会
で
は
感
嘆

の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

ジ
ャ
コ
ラ
ン
タ
ン

作
り
ま
し
た

かぼちゃ狩り楽しむ
NJ日本人学校

農場へ移動教室

　
移
動
教
室
で
か
ぼ
ち
ゃ
狩
り
を

す
る
農
場
に
着
い
た
Ｎ
Ｊ
日
本
人

学
校
初
等
部
の
児
童
（
写
真
上
）

と
後
日
学
校
で
ジ
ャ
コ
ラ
ン
タ
ン

を
作
る
児
童
た
ち
（
同
下
）

育
英
学
園
Ｐ
Ｗ
校

http://www.seido.com
https://www.interschool-jp.com/
https://alto-edu.com/
https://starchildny.com/
https://satoricollegeplanning.com/
https://miray109.com/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
）で
は
、

２
０
２
４
年
度
（
２
０
２
４
年

4
月
か
ら
）
の
募
集
要
項
（
登

録
要
項
・
出
願
要
項
）
が
11
月

1
日
に
発
表
と
な
り
、
12
月
1

日
よ
り
来
年
度
の
応
募
受
付
を

開
始
す
る
。

　

全
部
門
の
募
集
要
項
（
登

録
要
項
・
出
願
要
項
）
は
す

べ
て
11
月
1
日
に
同
学
園
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

japaneseschool.org/

）
で
閲

覧
可
能
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

出
願
と
な
る
。

　

募
集
部
門
は
、
全
日
制
Ｎ
Ｊ

キ
ャ
ン
パ
ス
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
、
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ポ
ー
ト
ワ
シ

ン
ト
ン
）、
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
Ｎ
Ｊ
校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、
フ
レ
ン
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
（
週
日
・
週
末
）、
オ

ン
ラ
イ
ン
国
算
教
室
の
全
部

門
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
説
明

会
や
質
疑
応
答
会
が
12
月
に
実

施
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
日
制
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
見
学
ツ
ア

ー
は
、
11
月
30
日
（
木
）
＆
12

月
1
日（
金
）に
開
催
予
定
。（
要

申
し
込
み
）

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
を
乗
り
切
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
駆
使
し
て
き
た
経
験
を

生
か
し
な
が
ら
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
心
身
を
豊
か
に

育
む
保
育
授
業
を
常
に
心
が
け

て
い
る
。
校
外
学
習
や
宿
泊
学

習
、
遠
足
や
運
動
会
な
ど
も
コ

ロ
ナ
禍
前
同
様
に
実
施
し
つ

つ
、
徹
底
し
た
感
染
防
止
も
忘

れ
る
こ
と
な
く
全
部
門
に
お
い

て
対
面
で
の
保
育
・
授
業
を
行

っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

各
部
門
事
務
局
ま
た
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
事
務
局
ま
で
。

ＮＹ育英学園　
２０２４年度
募集要項発表

　

開
設
さ
れ
て
今
年
で
22
年
に

な
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
は
、
同
学
園

近
く
の
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（2460 Lemoine 

Ave.Suite 104

）
に
あ
り
、

子
ど
も
達
と
保
護
者
ら
の
明
る

い
笑
い
声
が
保
育
室
中
に
響
い

て
い
る
。
人
間
形
成
の
土
台
づ

く
り
に
重
要
な
乳
幼
児
期
に
親

子
で
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
に
よ

り
、
親
子
関
係
の
安
定
を
は

か
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
お

り
、
保
護
者
の
友
人
も
で
き

る
。
懐
か
し
い
日
本
の
歌
、
手

遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

季
節
折
々
の
行
事
を
取
り
入
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
子
ど

も
達
は
自
然
に
日
本
文
化
に
親

し
ん
で
い
る
。
対
象
は
１
〜
２

歳
半
。
火
・
水
・
木
・
金
曜
の

午
前
９
時
40
分
か
ら
11
時
10
分

ま
で
。
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

ringo.nyikuei@gmail.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://japaneseschool.
org/program

/ringo/
oyako/

を
参
照
す
る
。

NY 育英学園
りんごラーニングセンター　

親子プレイグループ
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
は
12
月
2
日
（
土
）
に
学

校
説
明
会
を
実
施
す
る
。

　

午
前
９
時
10
分
か
ら
受
付
開

始
、
９
時
20
分
か
ら
10
時
ま
で

の
説
明
会
で
は
学
校
行
事
紹
介

や
学
部
ご
と
の
説
明
な
ど
を
行

う
。
そ
の
後
、
校
舎
内
見
学
ツ

ア
ー
、
学
部
ご
と
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
も
実
施
さ
れ
る
。
会
場

は
同
校 

（
借
用
校
）Paramus Catholic High School 

（425 
Paramus Road,Paramus, NJ 
07652

）。

　

参
加
希
望
者
は
電
話

２
０
１
・
５
８
５
・
０
５
５
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルnjws@

jwsnj.org

か
ら
申
し
込
む
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

12
月
２
日
に
学
校
説
明
会

　

Alto

日
本
語
補
習
校
は
11
月

５
日
（
日
）
に
２
０
２
４
年
度

学
校
説
明
会
を
実
施
す
る
。

　

２
０
２
１
年
の
開
校
以
来
、

自
由
進
度
と
個
別
学
習
を
軸
に

し
た
日
本
語
学
習
の
場
を
提
供

し
て
き
た
学
校
。
当
日
は
理
念

や
学
習
の
実
践
、
児
童
た
ち
の

１
日
の
様
子
な
ど
を
紹
介
す

る
。
幼
児
部
の
説
明
は
午
前
９

時
30
分
〜
10
時
15
分
、
小
・
中

学
部
の
説
明
は
10
時
30
分
〜
11

時
15
分
。
事
前
申
し
込
み
制
。

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら

徒
歩
３
分
の
校
舎
に
て
の
対
面

参
加
か
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
選

択
で
き
る
。
申
し
込
み
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://alto-edu.

com/

か
ら
。

Altoが5日
学校説明会

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
）
で
、
日
本
の

伝
統
楽
器
で
あ
る
「
筝
」
の
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
世
界
的

に
活
躍
す
る
金
子
純
惠
さ
ん

（
山
田
流
箏
曲
・
三
味
線
奏
者
・

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
）
が
、
趣
深
い

曲
を
演
奏
し
な
が
ら
、
筝
に
つ

い
て
説
明
し
た
。筝
を
見
た
り
、

音
を
聞
い
た
り
す
る
機
会
が
貴

重
に
な
る
中
、
目
の
前
で
行
わ

れ
た
演
奏
に
子
供
た
ち
は
真
剣

な
視
線
を
向
け
て
い
た
。
な
か

に
は
奏
者
の
指
を
見
な
が
ら
手

の
動
き
を
模
倣
す
る
子
も
い

た
。

 　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
幼
稚

園
児
と
そ
の
保
護
者
だ
け
で
な

く
、Congregation Kol Ami 

Early Childhood Center

の

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
文
化

交
流
の
機
会
と
な
っ
た
。
最
後

の
演
奏
曲
は
、
子
供
た
ち
に
も

馴
染
み
の
深
い
「
き
ら
き
ら

星
」。
子
供
た
ち
が
日
本
語
や

英
語
で
歌
い
、
そ
の
美
し
い
歌

声
と
筝
の
音
色
が
会
場
に
響
き

渡
っ
た
。

親
子
教
室
を
実
施
中

　

同
稚
園
で
は
０
歳
か
ら
１
歳

半
ま
で
対
象
の
親
子
教
室
を
開

室
し
て
い
る
。「
言
葉
」「
か
ら

だ
」「
五
感
」
の
三
つ
の
柱
を

中
心
に
練
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
わ
ら
べ
う
た
や
赤
ち
ゃ

ん
体
操
、
季
節
の
遊
び
な
ど
親

子
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
内

容
。
育
児
中
に
感
じ
る
疑
問
や

不
安
な
ど
を
共
有
し
子
育
て
に

安
心
し
て
向
き
合
え
る
サ
ポ
ー

ト
も
し
て
い
る
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

「
筝
演
奏
会
」
楽
し
む

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

ジ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
中
等

部
７
年
生
が
24
日
、
ア
ー
ト
科

移
動
教
室
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
を
訪
れ
た
。
広
い
館
内

に
は
多
く
の
美
術
品
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
古

代
ギ
リ
シ
ャ
美
術
や
エ
ジ
プ
ト

美
術
の
鑑
賞
で
は
古
代
文
明
の

偉
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
彫
刻
な

ど
に
目
を
凝
ら
し
て
見
る
様
子

が
み
ら
れ
た
。
中
世
に
使
用
さ

れ
た
西
洋
の
甲
冑
や
兜
の
展
示

室
で
は
、
西
洋
と
日
本
の
違
い

を
感
じ
た
り
、
兜
の
つ
く
り
の

繊
細
さ
に
感
心
し
た
り
と
発
見

の
連
続
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

絵
画
の
中
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美

術
の
展
示
室
で
は
、
ゴ
ッ
ホ
や

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
モ
ネ
な
ど
名
だ

た
る
芸
術
家
の
作
品
を
間
近
に

見
て
、
自
分
が
気
に
入
っ
た
作

品
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
作

品
に
親
し
み
を
覚
え
た
。
今
回

は
世
界
３
大
美
術
館
の
一
つ
を

見
学
す
る
と
い
う
貴
重
な
体
験

と
と
も
に
、
芸
術
へ
の
関
心
を

よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
へ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
中
等
部

　ニューヨーク育英学園全日制で
は、10月27日（金）に、毎年恒例
のハロウィンパーティーが行われた。
英語科主催の行事で、幼児・児童・
教職員が一緒になって学園全体で盛
り上がる秋の一大イベントだ。 

ハロウィンパーティー
NY 育英学園全日制で

https://jp.lyceumkennedy.org/
https://www.joes.or.jp/
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後
編
は
認
知
行
動
療
法
を
用

い
た
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
子
ど
も
の
怒
り
が
爆
発

し
た
の
は
ど
ん
な
状
況
だ
っ
た

か
、
そ
の
前
後
に
何
が
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
2
週
間
程
記
録
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

怒
り
爆
発
の
前
：
き
っ
か
け

は
何
だ
っ
た
か
、
学
校
や
家
庭

で
ス
ト
レ
ス
と
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
か
（
仲
が
い
い
子

が
帰
国
し
た
、
成
績
が
下
が
っ

た
な
ど
）、
子
ど
も
の
体
調
は
ど

う
だ
っ
た
か
（
風
邪
で
調
子
が
悪

か
っ
た
、
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
続
き
疲
れ
て
い
た
な
ど
）。

　

怒
り
の
爆
発
の
最
中
：
誰
に
・

何
に
対
す
る
怒
り
だ
っ
た
の

か
、
怒
り
が
ど
ん
な
言
動
・
行

動
と
し
て
表
れ
た
か
（
き
ょ
う

だ
い
へ
の
暴
言
・
暴
力
、
物
を

投
げ
る
な
ど
）。
怒
り
の
程
度

や
落
ち
着
く
ま
で
に
ど
れ
ほ
ど

の
時
間
が
か
か
っ
た
か
な
ど
。

怒
り
爆
発
の
後
：
本
人
、
親
、

兄
弟
は
そ
の
後
ど
う
行
動
し
た
か

（
子
ど
も
を
叱
っ
た
、
あ
や
ま
り
に

来
た
、
結
局
そ
の
日
は
宿
題
せ
ず

に
終
わ
っ
た
な
ど
）。

　

こ
れ
ら
を
注
意
し
て
観
察
、

記
録
し
て
み
る
と
、
子
ど
も
の

怒
り
が
ど
ん
な
状
況
で
爆
発
し

や
す
い
か
、
ま
た
ど
う
す
れ
ば

予
防
、
対
応
で
き
る
か
が
見
え

て
き
ま
す
。
例
え
ば
兄
弟
間
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
取
り
合
い
が
も

と
で
過
度
に
怒
る
こ
と
が
多
け

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
使
う
順
番

や
時
間
に
つ
い
て
双
方
の
子
ど

も
の
意
見
も
聞
き
、
き
ま
り
を

定
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
人
の
心
と
体
の
状
態
は
深
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
風
邪
や
寝

不
足
な
ど
で
調
子
が
よ
く
な
い

時
は
気
分
も
不
安
定
に
な
り
怒

り
も
過
度
に
な
り
や
す
い
と
い

え
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
無
理
が

で
な
い
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
修

正
し
た
り
、
勉
強
な
ど
の
要
求
度

を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。　

　

子
ど
も
の
怒
り
が
爆
発
し
た

後
、
ど
ん
な
結
果
と
な
っ
た
か

に
も
注
意
を
向
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
と
っ
て
望
ま
し
い
結

果
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
怒
り
を
爆
発
さ

せ
る
こ
と
で
普
段
忙
し
い
親
の

注
意
を
引
く
こ
と
が
で
き
た
、

あ
る
い
は
結
局
嫌
な
勉
強
を
せ

ず
に
す
ん
だ
な
ど
と
い
う
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
習
理

論
に
よ
れ
ば
、
人
は
あ
る
行
動

を
し
て
、
そ
の
結
果
自
分
に
望

ま
し
い
結
果
が
起
こ
れ
ば
、
そ

の
後
同
じ
行
動
を
繰
り
返
し
ま

す
。
た
と
え
親
に
叱
ら
れ
る
こ

と
自
体
は
子
ど
も
に
取
っ
て
好

ま
し
く
な
く
て
も
、
普
段
親
が

自
分
に
注
意
を
向
け
て
く
れ
な

い
と
淋
し
く
感
じ
て
い
る
場

合
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
問
題

を
起
こ
す
こ
と
で
親
の
注
意
を

引
こ
う
と
す
る
心
の
作
用
が
働

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

場
合
は
普
段
か
ら
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
を
増
や
し
た
り
、

毎
晩
枕
元
に
子
ど
も
へ
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
置
い
て
お
く
な

ど
、様
々
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
怒
り
が
落
ち
着
い

た
ら
、
自
分
の
行
動
を
振
り
返

り
考
え
る
機
会
を
与
え
、
怒
り

に
ま
か
せ
た
行
動
の
代
わ
り
に

ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
、

親
子
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
怒
り
を
爆
発
さ

せ
る
こ
と
な
く
問
題
解
決
で
き

た
ら
積
極
的
に
褒
め
て
あ
げ
て

下
さ
い
。
す
る
と
そ
の
よ
う
に

自
分
の
怒
り
を
マ
ネ
ー
ジ
す
る

こ
と
で
親
の
注
意
を
引
け
る
、

褒
め
ら
れ
よ
い
気
分
に
な
れ
る

と
い
う
、
自
分
に
と
っ
て
よ
い

結
果
を
体
験
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
そ
の
後

は
怒
り
に
流
さ
れ
た
行
為
で
は

な
く
、
よ
り
適
切
な
行
動
が
増

え
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

認
知
行
動
療
法
に
よ
れ
ば
、

人
の
思
考
と
感
情
は
強
く
関
係

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
「
怒

り
を
さ
そ
う
考
え
」
に
と
ら
わ

れ
て
い
る
場
合
に
は
「
落
ち
着

け
る
考
え
」
に
切
り
替
え
ら
れ

る
よ
う
手
助
け
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
例
え
ば
、
遊
び
に
来
た

友
達
が
子
ど
も
の
レ
ゴ
の
作
品

を
う
っ
か
り
壊
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、「
わ
ざ
と
や
っ
た
な
、

絶
対
許
さ
な
い
」
な
ど
と
考
え

る
と
よ
り
一
層
怒
り
が
増
し
ま

す
。「
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
、
自

分
も
人
の
も
の
壊
し
ち
ゃ
っ
た

こ
と
あ
る
、
ま
た
作
れ
ば
い

い
」
な
ど
と
考
え
ら
れ
れ
ば
怒

り
が
過
度
に
高
ま
ら
ず
に
す
み

ま
す
。
全
て
の
物
事
に
は
い
ろ

い
ろ
な
解
釈
の
し
方
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
が
心
落
ち
着
い
て

い
ら
れ
る
よ
う
、
何
か
強
い
ス

ト
レ
ス
や
問
題
が
あ
っ
た
時
で

も
、
な
る
べ
く
「
怒
り
を
さ
そ

う
考
え
」
で
は
な
く
、「
心
落

ち
着
け
る
考
え
」
に
切
り
替
え

ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、
子

ど
も
は
日
々
親
の
行
動
を
見
て

自
然
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。
親
が
自
分
自
身

の
怒
り
や
思
考
を
う
ま
く
マ
ネ

ー
ジ
し
、
落
ち
着
い
て
問
題
に

対
処
し
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
も

自
然
と
そ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
子
ど

も
の
良
き
見
本
と
な
れ
る
よ

う
、
私
達
大
人
も
う
ま
く
怒
り

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
森
の

方
に
行
っ
た
だ
け
で
も
シ
カ
や

ウ
サ
ギ
が
見
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
さ
え
コ
ウ
モ
リ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
て
も

四
年
だ
け
で
は
堪
能
で
き
な
い

ほ
ど
の
自
然
が
あ
り
ま
す
。
今

度
、
僕
は
太
平
洋
沿
岸
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
行
く
予
定
で

す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
は
ヨ

セ
ミ
テ
国
立
公
園
な
ど
の
太
平

洋
と
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
自
然
が
あ
り
ま
す
。

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
僕
が
こ
れ
ま
で

行
っ
た
こ
と
の
あ
る
ど
の
国
と

も
違
う
環
境
で
あ
り
、
受
験
で

日
本
に
帰
る
そ
の
時
ま
で
こ
こ

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
楽
し
み

た
い
で
す
。

　
　
　
　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）

　

僕
は
二
千
二
十
二
年
の
四

月
、
ア
メ
リ
カ
へ
や
っ
て
き

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
生
活
も

も
う
一
年
半
。
僕
は
全
米
の

様
々
な
場
所
へ
行
き
ま
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
DC
、

フ
ロ
リ
ダ
…
こ
う
し
た
ア
メ

リ
カ
生
活
も
最
初
日
本
か
ら

ア
メ
リ
カ
へ
戸
惑
い
な
が
ら

来
た
と
き
に
比
べ
て
断
然
慣

れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ア
メ

リ
カ
生
活
も
も
う
す
ぐ
で
二

年
で
す
。
僕
の
人
生
の
な
ん

と
約
七
分
の
一
を
こ
こ
ア
メ

リ
カ
の
土
地
で
過
ご
し
て
き

た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
経

験
か
ら
僕
は
ア
メ
リ
カ
生
活

で
思
う
こ
と
、
日
本
と
の
違

い
、
雄
大
な
自
然
環
境
な
ど

に
触
れ
て
書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
僕
が
ア

メ
リ
カ
生
活
で
思
う
こ
と
に

つ
い
て
で
す
。
僕
が
今
住
ん

で
い
る
地
域
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
の
北
西
部
で
す
。

窓
か
ら
は
ま
る
で
当
た
り
前

の
よ
う
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

町
並
み
と
ハ
ド
ソ
ン
川
が
見

え
、
近
所
に
は
日
本
で
見
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
マ
ル
チ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
か
く
い
う

僕
も
マ
ル
チ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ

ウ
ス
に
住
ん
で
い
ま
す
。
日

本
で
は
基
本
一
世
帯
一
不
動

産
が
基
本
で
す
が
、
マ
ル
チ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
二

〜
四
世
帯
が
一
緒
の
不
動
産

に
住
ん
で
い
ま
す
。
庭
も
一

つ
に
な
っ
て
お
り
、
最
初
は

騒
音
問
題
な
ど
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
案
外

大
丈
夫
で
し
た
。
ま
た
、
当

然
で
す
が
表
記
も
す
べ
て
英

語
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
英

語
力
が
無
け
れ
ば
生
活
で
き

ま
せ
ん
。
僕
の
場
合
は
大
丈

夫
で
し
た
が
、
日
本
か
ら
い

き
な
り
転
校
し
て
き
た
よ
う

な
人
は
大
変
そ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
僕
の
住
ん
で
い
る

地
域
で
は
す
ぐ
ハ
ド
ソ
ン
川

沿
い
に
歩
き
に
い
け
ば
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
町
並
み
が
見

え
ま
す
。
あ
れ
ほ
ど
あ
る
の

か
ど
う
か
す
ら
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
に
遠
く
に
あ
る
夢
の
土

地
が
す
ぐ
歩
け
ば
見
え
る
の

で
す
。
も
う
慣
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
最
初
の
こ
ろ
は

テ
レ
ビ
や
本
で
し
か
見
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
絵
面
が
広

が
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
日
本
と
の
違
い
で

す
。
日
本
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
外
出
で
き
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
公
園
で
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
治
安
の
問
題
か
ら

州
の
条
例
に
よ
っ
て
十
三
歳

以
下
は
大
人
と
一
緒
で
は
な

い
と
外
出
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
も
来
た
ば
か
り
の

十
三
歳
の
と
き
は
外
で
遊
べ

な
く
、
少
し
太
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
た
ま
に

散
歩
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
食
品
も
ア
メ

リ
カ
独
特
の
物
が
多
く
、
日

本
と
比
べ
て
全
体
的
に
カ
ロ

リ
ー
が
高
め
で
す
。
そ
の
た

め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
外
食
す

る
と
き
も
一
つ
で
満
足
す
る

た
め
値
段
も
安
く
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

日
本
で
は
韓
国
料
理
店
や
中

華
料
理
店
が
多
か
っ
た
も
の

の
、
ア
メ
リ
カ
で
は
キ
ュ
ー

バ
料
理
か
ら
イ
タ
リ
ア
料
理

ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
多
様
性

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
の
雄

大
な
自
然
に
つ
い
て
で
す
。

太
平
洋
の
ビ
ー
チ
、
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
が

流
れ
る
平
野
、
南
部
の
大
規

模
な
農
業
・
畜
産
地
帯
…
ア

メ
リ
カ
に
は
様
々
な
自
然
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
ア

メ
リ
カ
に
い
る
間
ロ
ッ
キ
ー

山
脈
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ

キ
ー
、
そ
し
て
フ
ロ
リ
ダ
の

自
然
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

で
は
本
当
に
そ
こ
に
平
野
が

あ
っ
た
の
か
疑
う
ほ
ど
地
面

が
削
れ
て
お
り
、
上
か
ら
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
見
た
と
き
は

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
で
は

夏
に
行
っ
た
の
に
だ
い
ぶ
寒

く
、
池
に
手
を
入
れ
る
と
感

覚
が
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

寒
く
て
ま
だ
凍
っ
て
い
た
氷

河
の
上
を
歩
く
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

フ
ロ
リ
ダ
で
は
冬
に
行
っ

た
も
の
の
暖
か
く
、
プ
ー
ル

に
さ
え
入
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
北
か
ら
南
ま
で

様
々
な
気
候
が
あ
り
、
温
か

い
と
こ
ろ
か
ら
寒
い
と
こ
ろ

ま
で
雄
大
な
自
然
が
広
が
っ

　

今
僕
た
ち
五
、六
年
生
は
、

バ
ス
で
三
時
間
ほ
ど
か
け
て

ボ
ス
ト
ン
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。
高
速
道
路
に
乗
り
い
ろ

い
ろ
な
景
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
工

場
、
川
や
海
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。
し
ば
ら
く
し
て
、
ボ

ス
ト
ン
に
着
き
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
僕
の
ボ
ス
ト
ン
修
学

旅
行
の
三
日
間
が
始
ま
っ
た

の
で
す
。 

　

僕
は
五
年
生
の
C
班
の
副

班
長
で
小
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
で
す
。
さ
っ
そ
く
一
日

目
で
す
。
ま
ず
、
プ
リ
マ
ス

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
行
き

ま
し
た
。
こ
こ
は
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
や
っ
て
き
た
人
が
作

っ
た
植
民
地
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
所
で
す
。
こ
の
、

プ
リ
マ
ス
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
村
の
人
に
実
際
に

質
問
し
ま
し
た
。
質
問
す
る

と
き
に
み
ん
な
が
困
っ
て
い

た
ら
英
語
で
話
す
こ
と
を
手

伝
っ
て
あ
げ
た
り
時
間
を
見

て
五
分
前
行
動
を
し
よ
う
と

呼
び
掛
け
た
り
し
ま
し
た
。

他
に
も
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
、

プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
な
ど
に
も

行
き
ま
し
た
。
そ
の
海
岸
で

も
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

　

二
日
目
は
、
フ
リ
ー
ダ
ム

ト
レ
イ
ル
を
歩
き
に
行
き
ま

し
た
。
歩
い
て
い
る
と
き
は

町
の
人
々
の
邪
魔
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
周
り
を
見
な
が

ら
行
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ガ
イ
ド
さ
ん
が
つ
い
て
く
れ

て
建
物
や
町
の
説
明
が
あ
っ

た
の
で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方

を
し
っ
か
り
見
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。
こ
の
後
、
本
当
は

フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
に
行

く
予
定
で
し
た
が
、
昨
日
の

雨
の
せ
い
で
の
試
合
が
今
日

に
延
期
さ
れ
、
行
け
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

代
わ
り
に
、
ま
だ
見
切
れ
て

い
な
か
っ
た
フ
リ
ー
ダ
ム
ト

レ
イ
ル
の
建
物
な
ど
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
帰

っ
て
、
ホ
テ
ル
レ
ク
が
あ
り

ま
し
た
。
大
き
な
部
屋
で
爆

弾
ゲ
ー
ム
、
な
ん
で
も
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
リ
ー
ダ
ー
を
探
せ
、

伝
言
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
レ
ク
は
い
つ
も
ク
ラ

ス
で
や
る
時
よ
り
も
人
数
が

多
か
っ
た
の
で
、
に
ぎ
わ
っ

て
六
年
生
と
も
仲
を
深
め
ら

れ
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
次
の
日
、
最
後
の

三
日
目
で
す
。
今
日
は
二
つ

の
大
学
と
、
ボ
ス
ト
ン
サ
イ

エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
ボ

ス
ト
ン
科
学
博
物
館
）
に
行

き
ま
し
た
。
二
つ
の
大
学

と
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

M
I
T
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
）
の
こ
と
で
す
。

フ
リ
ー
ダ
ム
ト
レ
イ
ル
と
同

じ
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に

つ
い
て
も
ら
い
、
大
学
の
こ

と
を
詳
し
く
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
は
ジ
ョ
ン
ハ
ー
バ
ー
ド
さ

ん
の
像
の
説
明
、
三
つ
の
嘘

が
あ
る
こ
と
や
、
大
き
な
図

書
館
の
説
明
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
M
I
T
は
、
建
物
の

ド
ー
ム
で
の
生
徒
の
い
た
ず

ら
の
話
、
前
の
校
舎
の
場
所

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
サ

イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
ぐ
ら
い

で
す
か
ら
、
科
学
に
関
係
す

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
宇
宙
の
こ
と
、
月
や

宝
石
、
動
物
の
標
本
な
ど
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
昼
ご
は
ん

の
後
、
お
土
産
屋
さ
ん
で
買

い
物
を
し
ま
し
た
。
友
達
が

レ
ジ
で
の
英
語
の
会
話
に
困

っ
て
い
た
の
で
手
伝
う
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
経
験
が
で
き
た
三
日
間
の

ボ
ス
ト
ン
修
学
旅
行
が
終
わ

り
で
す
。
悲
し
い
よ
う
な
、

家
族
に
会
え
て
ホ
ッ
と
す
る

よ
う
な
気
持
ち
で
す
。 

　

僕
は
こ
の
修
学
旅
行
で
、

責
任
感
を
も
て
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
修
学

旅
行
の
準
備
か
ら
終
わ
り
ま

で
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合

い
を
ま
と
め
た
り
、
自
分
で

調
べ
た
り
と
大
変
な
こ
と
が

あ
っ
た
け
れ
ど
最
後
に
は
、

H
A
P
P
Y
が
待
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
５
、６
年
生
の
み
ん
な

で
た
く
さ
ん
協
力
で
き
た
し
、

仲
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
短

い
時
間
の
中
、
こ
の
三
日
間

は
今
ま
で
で
一
番
成
長
を
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
長

を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

  　
　
（
滞
米
２
年
６
か
月
）

 「
ア
メ
リ
カ
生
活
で
今
思
う
こ
と
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
原
　
健
太
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 「
ボ
ス
ト
ン
で
の
三
日
間
の
学
び
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
経
一
郎

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
初
日
、

行
き
の
バ
ス
に
乗
っ
て
る
時
知

っ
て
る
子
い
る
か
な
？
英
語
分

か
る
か
な
？
と
も
の
す
ご
く
不

安
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
て
、
正

直
行
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
ち
ょ
っ
と
は
楽
し
い

か
な
と
き
た
い
も
し
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

は
本
当
に
た
だ
の
べ
ん
き
ょ
う

し
か
せ
ず
、
英
語
が
分
か
ら
な

い
私
に
と
っ
て
じ
ご
く
の
様
な

場
所
で
し
た
。
知
っ
て
る
子
は

い
た
も
の
の
話
し
た
こ
と
は
無

か
っ
た
の
で
私
は
ク
ラ
ス
の
中

で
完
全
に
孤
立
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
担
任
の
先
生
は
休
み
時

間
も
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
も
私
一
人

で
過
ご
し
て
い
た
の
を
み
て
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
き

ん
ち
ょ
う
す
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
話
し
か
け
て
み
た
ら
。」

な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た

り
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
女
の
子
に

声
を
か
け
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

そ
の
子
達
と
一
緒
に
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
り
し

て
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
の
お
か
げ
で
友
達

が
で
き
、
一
気
に
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
で
き
た
友
達
は
英
語
が

分
か
ら
な
い
私
の
た
め
に
、
ゆ

っ
く
り
と
簡
単
な
単
語
だ
け
で

話
し
て
れ
、
更
に
は
授
業
で
分

か
ら
な
い
部
分
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
最
後
に
は
と
て
も
仲

良
く
な
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
！
最
終
日
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
担
任
の
先
生
と
友

達
に
手
紙
を
か
い
て
渡
し
ま
し

た
。

　

初
め
は
楽
し
く
な
い
嫌
な
思

い
出
と
し
て
残
り
そ
う
だ
っ
た

け
れ
ど
、
最
終
的
に
色
ん
な
人

の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
ら
れ
て
、

ホ
ッ
コ
リ
で
き
て
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
７
か
月
）
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今
年
の
夏
、
私
は
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
。
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
と
は
い
ろ
ん
な
学

校
の
子
が
集
ま
っ
て
補
習
授
業

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
夏
休

み
中
の
学
校
で
す
。

mailto:kazenowabg@gmail.com
tel:2014616502
http://www.newjersryjapaneseschool.org
http://www.betteratmath.com
tel:2122136069
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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在
米
30
年
の
Ｓ
子
さ
ん
は
数
年
前
、
人
生
の
転
機
を
迎
え
て
い

た
。
子
供
達
が
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
の
大
学
へ
と
巣
立
ち
、
同
時

に
自
身
も
離
婚
。
続
い
て
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
家
も
売
却
が

決
ま
っ
た
。
そ
ん
な
気
忙
し
く
、
落
ち
着
か
な
い
中
、
日
本
の
家

族
が
倒
れ
、
急
遽
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
慌
て
て

ク
イ
ー
ン
ズ
・
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
の
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
賃
貸
物
件

を
借
り
、
家
具
を
移
し
た
。
エ
リ
ア
に
つ
い
て
深
い
知
識
は
な
か

っ
た
が
『
住
み
や
す
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
通
う
の
に
便
利
』
と

相
談
し
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

日
本
か
ら
帰
国
し
、
こ
の
街
に
住
み
は
じ
め
る
と
Ｓ
子
さ
ん
は

す
ぐ
に
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
が
気
に
入
っ
た
。
7
番
線
、
46
丁
目
駅
前

の
商
店
街
は
生
ま
れ
育
っ
た
東
京
・
世
田
谷
の
活
気
を
思
わ
せ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
15
分
と
い
う
利
便
性
、
小
さ
な
カ
フ
ェ
や
昔
な

が
ら
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
沢
山
あ
り
、
グ
ロ
サ
リ
ー
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
充
実
。
ア
ジ
ア
系
の
食
材
が
手
に
入
り
や
す
い

の
も
嬉
し
い
。
四
季
に
よ
っ
て
色
を
変
え
る
ア
パ
ー
ト
の
前
の
街

路
樹
、
行
き
交
う
人
々
の
笑
顔
は
穏
や
か
だ
っ
た
。

　

今
年
、
Ｓ
子
さ
ん
は
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
に
１
Ｂ
Ｒ
の
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
を
購
入
し
た
。
も
し
家
族
の
事
情
で
帰
国
す
る
場
合
、
す
ぐ

に
貸
し
出
せ
る
利
点
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム

な
が
ら
20
年
ぶ
り
に
仕
事
に
復
帰
も
果
た
し
た
。
だ
が
サ
ニ
ー
サ

イ
ド
の
コ
ン
ド
購
入
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
子
供
達
は
失
望
の
声
を

上
げ
た
。
ヒ
ッ
プ
な
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
パ
ー

ト
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
Ｓ
子
さ
ん
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「
大

丈
夫
。
あ
の
子
達
も
歳
を
取
っ
た
ら
こ
の
エ
リ
ア
の
良
さ
が
わ
か

る
は
ず
で
す
」。

　

写
真
は
7
番
線
の
40
ス
ト
リ
ー
ト
駅
か
ら
徒
歩
3
分
、
43
ア
ベ

ニ
ュ
ー
沿
い
の
陽
当
た
り
が
よ
い
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
。
収
納
ス
ペ
ー
ス
も
充
実
。
購
入
価
格
は
59
万
ド
ル
。（
共

益
費
と
タ
ッ
ク
ス
は
月
額
１
３
９
５
ド
ル
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、
Ｅ
メ
ー
ル

はhiroshi@livingNY.com 

キ
シ
ロ
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ビ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

私らしく暮らせるクイーンズのサニーサイド

て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
リ
ン
ク

サ
イ
ド
に
は
２
つ
の
カ
フ
ェ
も

あ
り
、
ビ
ー
ガ
ン
メ
ニ
ュ
ー
や

シ
ェ
フ
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
週

替
わ
り
で
味
わ
え
る
パ
ス
タ
、

ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
、
コ
ー
ン
ド
ッ
グ
な

ど
が
味
わ
え
る
。

　
入
場
料
は
大
人
15
ド
ル
〜
、

子
供
・
シ
ニ
ア
は

10
ド
ル
。

ス
ケ
ー
ト
靴
レ
ン
タ
ル
は
11

ド
ル
。
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
は
大

人
２
７
５
ド
ル
、
子
供
・
シ

ニ
ア
が
１
０
０
ド
ル
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
ollm

anrinknyc.com
/

　
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
内
に
あ

る
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

﹁
ウ
ォ
ル
マ
ン
リ
ン
ク
﹂
が
10

月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
当
日
は
入
場

無
料
で
、
無
料
ス
ケ
ー
ト
靴
レ

ン
タ
ル
や
無
料
レ
ッ
ス
ン
、
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ス
ケ

ー
ト
５
Ｋ
レ
ー
ス
な
ど
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

　
ウ
ォ
ル
マ
ン
・
パ
ー
ク
・
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
ウ
ォ
ル
マ
ン
リ
ン
ク

は
、
70
年
以
上
に
わ
た
り
地
元

の
人
々
や
観
光
客
に
都
会
の
象

徴
的
な
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
し

ウ
ォ
ル
マ
ン
リ
ン
ク
が
復
活

冬
の
季
節
ひ
と
足
早
く
到
来

アパートでも
暖炉のある部屋に

　冬場に向かってもし
電気ストーブを買うな
ら、炎が本物の様に見
える電気式の薪ストー
ブ型や暖炉式のヒータ
ーを購入してみてはど
うだろう。アパートの
部屋がクラシックな雰
囲気のリビングに早変
わり。値段も手頃 $329
www.homedepot.com 

https://www.redac-mr.com/campaign2023
https://wollmanrinknyc.com/
https://wollmanrinknyc.com/
https://wollmanrinknyc.com/
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
http://www.homedepot.com
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介
護
に
関
わ
る
資
格
で
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、介
護
福
祉
士
、

ヘ
ル
パ
ー
、
医
療
関
係
で
は
看

護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
等
が
あ
る
。
公
認
資
格
で

は
な
い
が
、
民
間
資
格
と
し
て

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
」

と
い
う
資
格
が
あ
る
。
と
に
か

く
、
介
護
が
必
要
な
方
を
楽
し

ま
せ
よ
う
と
す
る
資
格
で
す
。

ど
う
楽
し
ま
せ
る
か
は
、
利
用

者
に
と
っ
て
、
ど
う
ナ
ッ
ジ
が

機
能
す
る
か
。
つ
ま
り
、「
や

れ
と
強
制
さ
れ
な
く
て
も
自
発

的
に
や
り
た
く
な
る
心
理
行

動
」
が
本
人
に
働
き
か
け
ら
れ

る
か
ら
こ
そ
成
立
す
る
も
の
で

す
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

先
導
す
る
職
員
へ
対
す
る
利
用

者
の
気
持
ち
。「
こ
の
人
と
な

ら
、
う
ま
く
や
れ
そ
う
」
と
い

う
恋
心
に
似
た
感
情
（
こ
れ
も

ナ
ッ
ジ
）
が
そ
う
さ
せ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

反
面
、経
営
者
に
と
っ
て
は
、

そ
ん
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ん
か
よ
り
も
、
そ
の
経
営
方
針

や
サ
ー
ビ
ス
の
方
針
、
や
り
方

や
算
定
方
法
や
書
類
の
手
順
や

人
の
配
置
が
経
営
に
ど
う
影
響

す
る
か
の
方
が
大
事
で
、
介
護

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
や
る
こ

と
で
売
上
や
加
算
や
報
酬
が
上

が
っ
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
の

で
、
経
営
者
に
と
っ
て
は
後
回

し
に
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
２
０
２
１
年
よ
り
介

護
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
科
学

的
介
護
」。
そ
れ
は
「
利
用
者

の
機
能
訓
練
や
リ
ハ
ビ
リ
が
ど

う
効
果
的
な
結
果
を
生
ん
だ

か
」
と
い
う
評
価
が
重
要
に
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
定
性
的

な
、
感
想
の
よ
う
な
結
果
よ
り

も
、
定
量
的
に
招
か
れ
る
数
値

の
可
能
性
の
評
価
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
今
ま

で
の
「
や
っ
た
ら
も
ら
え
る
加

算
（
プ
ロ
セ
ス
評
価
）」
か
ら

「
結
果
加
算
（
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
）」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
で
す
。

　

そ
こ
で
、
前
述
し
た
「
恋

心
」
に
も
似
た
や
る
気
（
ナ
ッ

ジ
効
果
）
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士

こ
そ
が
そ
れ
に
貢
献
で
き
る
唯

一
の
資
格
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。
実
際
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
を

演
繹
的
に
仮
説
組
み
す
る
た
め

に
は
、
利
用
者
ご
と
の
「
短
期

目
標
」
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
例
え

る
な
ら
、「
買
い
物
」
を
動
作

獲
得
の
目
標
と
す
る
の
で
す
。

そ
の
場
合
、
買
い
物
の
生
活
動

作
を
レ
ク
へ
変
換
す
る
等
の
工

夫
の
検
討
が
要
り
ま
す
。
そ
の

た
め
の
四
肢
の
可
動
域
の
拡
張

訓
練
レ
ク
で
あ
っ
た
り
、
脳
ト

レ
レ
ク
で
あ
っ
た
り
、
多
少
強

引
に
は
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
算
定
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

な
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
も
必

要
と
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
他
の
例
え
で
は
、「
他

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
社
会
的
交
流
）」
を
目
標
に
し

て
い
る
利
用
者
の
場
合
、
特
に

そ
の
目
標
の
場
合
、
男
性
高
齢

者
が
自
分
の
殻
に
引
き
こ
も
る

傾
向
が
高
い
の
で
、
効
果
が
あ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
と
い
う
資
格

る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
方

の
場
合
、
精
神
状
態
も
、
調
子

も
、
浮
き
沈
み
も
多
く
、
前
回
、

前
々
回
に
渡
る
、
同
じ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
繰
り
返
し
に
よ

る
耐
性
「
回
数
」
や
耐
性
「
時

間
」
も
定
量
的
に
記
録
か
ら
、

ど
う
い
う
数
値
を
導
き
出
せ
る

か
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
単

体
で
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介

護
士
」
だ
け
で
な
く
、
他
職
種

連
携
、
特
に
理
学
、
作
業
療
法

士
等
リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
訓
練
実

施
、
情
報
収
集
、
分
析
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、評
価
へ
導
け
れ
ば
、

そ
れ
が
科
学
的
介
護
デ
ー
タ
へ

応
用
で
き
る
、
も
は
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
レ
ベ
ル
を

超
え
た
レ
ク
＆
訓
練
。

　

造
語
に
な
り
ま
す
が
、
私
か

ら
は
、「
レ
ク
ン
レ
ン
」
と
い

う
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
化
の
提
唱

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
笑
）

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

東
北
６
県
と
北
海
道
ゆ
か
り

の
会
で
構
成
さ
れ
る
「
ほ
く
ほ

く
会
」
は
10
月
29
日
、ポ
ー
ト
・

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
内
の
フ
レ
ー

ム
ズ
ボ
ウ
ル
で
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
各
県
か
ら
42
人
が
参

加
し
、
２
ゲ
ー
ム
勝
負
で
県
対

抗
と
男
女
別
の
得
点
を
競
う
ル

ー
ル
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
各
県
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

は
ピ
ザ
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
や

フ
レ
ン
チ
フ
ラ
イ
が
並
び
、
応

援
す
る
人
も
含
め
軽
食
を
楽
し

ん
だ
。

　

結
果
発
表
の
前
に
参
加
者
全

員
に
ラ
ッ
フ
ル
で
お
国
自
慢
の

名
物
や
景
品
が
配
ら
れ
、
そ
の

後
に
岩
手
県
の
幹
事
の
佐
々
木

ま
り
子
さ
ん
か
ら
結
果
発
表
が

あ
り
、
Ｎ
Ｙ
秋
田
県
人
会
の
山

本
正
俊
会
長
率
い
る
秋
田
県
チ

ー
ム
が
総
合
得
点
９
４
０
（
各

県
の
最
多
点
数
４
名
の
２
ゲ
ー

ム
の
合
計
）で
優
勝
に
輝
い
た
。

2
位
は
北
海
道
、３
位
は
青
森
。

男
子
個
人
の
優
勝
は
秋
田
県
か

ら
出
場
し
た
大
倉
淑
章
さ
ん

（
２
ゲ
ー
ム
合
計
２
７
６
）、
女

子
個
人
は
山
形
県
か
ら
出
場
し

た
薮
中
マ
リ
ア
さ
ん（
２
２
９
）

と
な
っ
た
。「
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
に
そ
な
え
て
仲
間
と
練
習
し

た
り
、
当
日
に
は
普
段
会
え
な

か
っ
た
人
と
話
が
で
き
て
良
か

っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
、
参
加

者
と
応
援
す
る
人
た
ち
が
共
に

楽
し
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。　
　
　
　
（
山
本
み
ゆ
き
）

個人は男子大倉さん、女子は藪中さん

秋田県優勝！
ほ
く
ほ
く
会
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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ワ
ル
シ
ャ
ワ
最
後
の
日
、
昨

夜
の
ク
ラ
ク
フ
へ
の
日
帰
り
旅

行
で
心
身
と
も
に
疲
れ
切
っ
た

私
は
、
ア
パ
ー
ト
の
超
豪
華
な

バ
ス
ル
ー
ム
で
朝
湯
に
浸
か
る

こ
と
に
し
た
。
午
前
中
を
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
す
と
段
々
と
心
と

体
が
戻
っ
て
き
て
、
急
に
お
腹

が
空
い
て
き
た
。
友
人
や
奥
さ

ん
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
い
る
ん
だ

か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
郷
土
料
理

を
食
べ
な
さ
い
、
と
い
う
の
で

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
見
つ
け
た

郷
土
料
理
を
食
べ
に
行
く
。
途

中
に
閉
ま
っ
て
は
い
た
が
風
変

わ
り
な
店
が
あ
る
。「Taiyaki 

W
aw

」
と
い
う
看
板
が
あ
る
。

よ
く
見
る
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
カ
ッ
プ
に
た
い
焼
き
が
口

を
開
け
て
逆
さ
に
突
っ
込
ん

で
い
る
。
さ
す
が
は
親
日
国

（
笑
）
！

　

目
指
す
レ
ス
ト
ラ
ン
は

GOŒCINIEC

、
ホ
テ
ル
か
ら

７
分
、
シ
ョ
パ
ン
の
学
校
を
見

に
行
く
と
き
に
通
っ
た
例
の

お
し
ゃ
れ
な
ス
ト
リ
ー
ト
に

あ
っ
た
。
こ
こ
は
郷
土
料
理
、

Polskie Pierogi

（
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ラ
ビ
オ
リ
）
が
売
り
で
あ

る
。
早
速
注
文
し
よ
う
と
メ
ニ

ュ
ー
を
見
る
と
、
中
に
入
れ
る

具
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ま
ず
焼
く

か
茹
で
る
か
聞
か
れ
る
。
な
ん

と
甘
い
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
も
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
だ
。

ま
ず
は
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
茹
で
て
も
ら

っ
た
。中
々
シ
ン
プ
ル
で
良
い
。

と
い
う
か
、
は
っ
き
り
言
っ
て

餃
子
で
あ
る
。
早
速
写
真
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
載
せ
た
ら
、「
水
餃
子

食
べ
て
ん
の
？
」
と
日
本
か
ら

反
応
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
奥

さ
ん
お
す
す
め
の
酸
っ
ぱ
い
ス

ー
プ
。
体
が
温
ま
っ
た
。
こ

の
店
、
と
て
も
オ
シ
ャ
レ
な
の

だ
が
、
一
人
で
も
気
軽
に
入
れ

て
（
と
い
う
か
客
の
ほ
と
ん
ど

が
男
性
お
一
人
様
で
あ
っ
た
）。

働
く
人
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
な
の

で
あ
ろ
う
。
ご
主
人
が
ず
ー
っ

と
外
で
客
引
き
を
し
て
、
可
愛

い
娘
さ
ん
（
？
）
が
ウ
ェ
イ
ト

レ
ス
を
し
て
い
た
。

　

随
分
と
満
足
し
て
、
ワ
ル
シ

ャ
ワ
の
最
後
の
午
後
を
楽
し

む
。
中
心
街
の
オ
ー
ル
ド
タ
ウ

ン
は
こ
の
通
り
を
ま
っ
す
ぐ
歩

け
ば
そ
れ
で
い
い
。
折
し
も
明

日
の
出
発
日
、
11
月
11
日
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
独
立
記
念
日
で
記

念
式
典
や
行
事
が
沢
山
あ
る
そ

う
だ
。
そ
の
た
め
、
街
で
は
武

装
し
た
警
察
や
機
動
隊
の
警
備

が
厳
重
で
少
し
緊
張
す
る
。が
、

い
き
な
り
、
先
ほ
ど
食
べ
た
ポ

ー
ラ
ン
ド
餃
子
の
着
ぐ
る
み
が

出
て
き
て
愛
想
よ
く
ビ
ラ
を
配

っ
て
い
た
。
さ
っ
き
食
べ
た
ば

か
り
で
す
。
申
し
訳
な
い
。
ど

こ
の
国
も
そ
う
だ
が
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
も
若
い
女
性
は
と
て
も

可
愛
ら
し
く
オ
シ
ャ
レ
だ
。
カ

メ
ラ
を
構
え
て
い
る
と
入
っ
て

き
て
し
ま
う
（
笑
）。

　

Societas scientiarum 
varsaviensis 

（W
arsaw 

Scientifi c Society

）
に
な
っ

て
い
る
宮
殿
、Staszic Palace

の
前
に
は
、
15
世
紀
の
物
理
学

者
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
像
が
あ

る
。
凛
々
し
い
。「
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
転
回
」
と
は
天
動
説
が

信
じ
ら
れ
て
い
た
世
界
に
地
動

説
を
唱
え
た
こ
と
か
ら
き
た
言

葉
だ
。

　

さ
ら
に
歩
く
と
、
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
学
が
あ
る
。
こ
の
中
に
、

Pałac Kazimierzowski

（
カ

ジ
ミ
エ
シ
ュ
宮
殿
）
が
あ
る
。

今
は
大
学
の
一
部
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
建
物
だ
が
、
ロ
シ
ア

帝
政
時
代
は
高
等
学
校
で
、
シ

ョ
パ
ン
の
父
親
は
こ
の
学
校
の

フ
ラ
ン
ス
語
教
師
と
な
り
、
一

歳
の
シ
ョ
パ
ン
と
家
族
は
こ
の

建
物
の
中
に
あ
っ
た
寄
宿
舎
で

生
活
を
始
め
る
。
友
人
に
も
音

楽
教
師
に
も
恵
ま
れ
、
彼
は
充

実
し
た
少
年
時
代
を
こ
こ
で
過

ご
す
。
そ
し
て
思
い
っ
き
り
音

楽
の
才
能
を
開
花
さ
せ
る
。
こ

こ
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
そ
れ
は

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
良
い
環
境
だ

ろ
う
。

　

シ
ョ
パ
ン
と
い
え
ば
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
郊
外
の
ジ
ェ
ラ
ゾ
ヴ

ァ
・
ヴ
ォ
ラ
村
に
、
１
８
１
０

年
に
彼
が
誕
生
し
た
生
家
が
あ

り
、
シ
ョ
パ
ン
マ
ニ
ア
に
は
人

気
の
場
所
だ
そ
う
だ
。
が
、
火

事
で
焼
け
て
建
物
は
全
て
再

建
、
シ
ョ
パ
ン
も
１
歳
で
こ
の

カ
ジ
ミ
エ
シ
ュ
宮
殿
に
引
っ
越

し
て
き
た
。「
三
つ
子
の
魂
百

ま
で
」
と
い
う
。
と
な
る
と
シ

ョ
パ
ン
は
生
家
の
こ
と
な
ど
覚

え
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
結
論
を
つ
け
て
私
は
ジ
ェ
ラ

ゾ
ヴ
ァ
・
ヴ
ォ
ラ
村
に
は
行
か

ず
、
こ
の
カ
ジ
ミ
エ
シ
ュ
宮
殿

を
見
る
こ
と
に
し
た
。

　

シ
ョ
パ
ン
の
成
長
を
見
守
っ

た
そ
の
建
物
の
前
を
、
今
は
ワ

ル
シ
ャ
ワ
大
学
の
賢
そ
う
な
美

男
美
女
が
闊
歩
し
て
い
る
。
明

日
の
独
立
記
念
日
の
イ
ベ
ン
ト

な
の
だ
ろ
う
、
ス
テ
ー
ジ
の
設

営
で
人
や
車
の
行
き
来
が
激
し

か
っ
た
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
日
記

第
11
話
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
水
餃
子
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１
９
５
９
年
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド

映
画
「Some Like It Hot

（
お

熱
い
の
が
お
好
き
）」
が
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
化
さ
れ
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
で
上
演
中
だ
。
だ
け
れ
ど

「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
や
「
ゴ

ー
ス
ト
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

幻
」
み
た
い
に
、
元
の
映
画
を

よ
く
知
っ
て
る
世
代
が
多
い
作

品
と
違
い
、
元
と
な
る
名
匠
ビ

リ
ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
の
同
名
映

画
が
封
切
ら
れ
た
の
は
還
暦
プ

ラ
ス
２
の
私
で
す
ら
産
ま
れ
る

前
の
話
。
な
の
で
、
制
作
サ
イ

ド
も
映
画
を
参
考
程
度
に
わ
り

か
し
自
在
に
改
変
を
し
て
現
代

風
に
仕
上
げ
た
よ
う
だ
。
ま
ず

結
論
か
ら
先
に
申
し
上
げ
ま
し

ょ
う
。
こ
の
作
品
は
観
客
の
趣

味
趣
向
に
よ
っ
て
賛
否
の
分
か

れ
る
作
品
だ
。 

今
風
に
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。
＃ 

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
＃
ジ

ャ
ズ 

＃
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン

ト
ン 

＃
エ
ラ
フ
ィ
ッ
ツ
・
ジ

ェ
ラ
ル
ド 

＃
ア
ー
ル
デ
コ 

＃

ス
ウ
ィ
ン
グ 

＃
ジ
ル
バ 

＃
フ

レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ
ア
と
ジ
ン
ジ

ャ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス 

＃
禁
酒

法
時
代 

＃
大
恐
慌
。
上
述
の

タ
グ
の
数
個
に
で
も
、
グ
グ
ッ

と
反
応
し
た
そ
こ
の
ア
ー
タ
。

こ
の
作
品
は
ま
さ
に
貴
方
向

け
！
！

　

舞
台
は
１
９
３
３
年
、
禁
酒

法
時
代
の
シ
カ
ゴ
。
ギ
ャ
ン
グ

の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
大
虐

殺
を
目
撃
し
た
２
人
の
バ
ン
ド

マ
ン
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
ジ
ョ

ー
と
ベ
ー
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ジ

ェ
リ
ー
は
、
ギ
ャ
ン
グ
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
女
装
し
て
女
ば
か

り
の
楽
団
に
紛
れ
込
む
。
一
座

の
歌
手
、
シ
ュ
ガ
ー
に
恋
し
て

し
ま
っ
た
ジ
ョ
ー
は
、
昼
間
は

女
装
を
解
い
て
、
石
油
会
社
の

御
曹
司
に
な
り
す
ま
し
、
シ
ュ

ガ
ー
を
口
説
き
始
め
る
。一
方
、

ジ
ェ
リ
ー
は
本
物
の
大
富
豪
に

一
目
惚
れ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
う

え
に､

求
婚
ま
で
さ
れ
て
し
ま

う
の
だ
が
…
。 

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
巨
匠
ビ
リ

ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
の
傑
作
を
演

出
し
た
の
は
ケ
イ
シ
ー
・
ニ
コ

ラ
イ
（「
ア
ラ
ジ
ン
」、「
ブ
ッ

ク
・
オ
ブ
・
モ
ー
マ
ン
」）。
舞

台
版
は
半
世
紀
以
上
も
前
の
時

代
背
景
や
当
時
の
価
値
観
な
ど

を
今
様
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
化
。

異
性
装
が

未
だ
ス
キ

ャ
ン
ダ
ラ

ス
だ
っ
た

50
年
代
を

現
代
的
に

解
釈
し
、

女
装
に
扮

し
た
ス
ト

レ
ー
ト
の

男
性
が
ト

ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー

に
。
加
え

て
、
今
の

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
が
使
う

会
話
も
脚

本
の
中
に

散
り
ば
め

て
。さ
ら
に
映
画
で
マ
リ
リ
ン
・

モ
ン
ロ
ー
が
演
じ
た
シ
ュ
ガ
ー

役
を
黒
人
が
演
じ
る
な
ど
巧
み

に
工
夫
。
完
コ
ピ
は
避
け
、
敢

え
て
新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
、
そ
の
勇
気
に
大

い
な
る
野
心
的
な
も
の
を
感
じ

る
の
だ
が
、
新
た
な
魅
力
を
蘇

ら
せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
の
が
正
直
な
感
想
だ
。

　

音
楽
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヘ

ア
ス
プ
レ
ー
」の
黄
金
コ
ン
ビ
、

マ
ー
ク
・
シ
ェ
ー
マ
ン
と
ス
コ

ッ
ト
・
ウ
ッ
ト
マ
ン
。
二
人
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
音
楽
は
17

人
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
巧

み
な
技
で
、
聴
く
だ
け
で
自
然

と
心
が
踊
っ
て
し
ま
う
。
ま
た

黒
人
ジ
ャ
ズ
の
全
盛
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る

よ
う
な
興
奮
を
覚
え
る
。  

　

コ
ロ
ナ
終
息
後
、
チ
ケ
ッ
ト

の
売
れ
行
き
が
イ
マ
イ
チ
戻
ら

な
い
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
。
活
気

を
取
り
戻
そ
う
と
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
関
係
者
も
一
致
団
結
し
て

ヒ
ッ
ト
作
を
生
み
出
す
こ
と
に

躍
起
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
本

作
か
ら
も
伺
え
る
。
あ
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が
大
絶

賛
し
、
マ
ラ
イ
ア
・
キ
ャ
リ
ー

が
共
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
加
わ

っ
た
な
ど
話
題
性
は
豊
富
。
ま

た
、
一
流
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

プ
ロ
と
し
て
手
堅
い
仕
事
を
し

て
い
る
。
ド
タ
バ
タ
の
乗
り
が

多
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
古
き
良

き
時
代
の
王
道
の
コ
メ
デ
ィ
を

観
た
い
と
言
う
人
に
は
打
っ
て

つ
け
の
作
品
だ
。

ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
：
キ
ャ
バ

レ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／ 

演

劇
評
論
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

１
３
０
名
で
構
成
さ
れ
る
ド
ラ

マ
・
デ
ス
ク
賞
の
数
少
な
い
日

本
人
メ
ン
バ
ー
。
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
「
新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
界

隈
」
連
載
中
。
Ｔ
Ｖ
：
Ｔ
Ｂ

Ｓ
「
世
界
の
日
本
人
妻
は
見

た
！
」
日
本
テ
レ
ビ
『
愛
の
お

悩
み
解
決
！
シ
ア
ワ
セ
結
婚
相

談
所
』「
ス
ッ
キ
リ
」「ZIP!

」

studio82℉

所
属
タ
レ
ン
ト

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「Some Like It Hot

（
お
熱
い
の
が
お
好
き
）」

photo by Michaelah Reynolds
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 EVENT　
■ NY シティマラソン＝ 11/5　毎年 11
月第 1日曜に開催されるマラソン大会に
は、世界中から招待選手、パラアスリート、
アマチュアなど約 5万人が参加。NY市 5
区を縫うように走る 26・2 マイルの沿道
には 100 万人以上の観客が声援を送る。
詳 細 は https : / /www.ny r r . o rg /
tcsnycmarathon

CLASS/SEMINAR
■在米者向け「終活」ウェビナー＝
11/16 までの毎週木曜　20:00  相続対策
から日本国籍を放棄した人の帰化申請、
墓じまいや海洋散骨の基礎知識、高齢者
向けの住宅事情など、各分野の専門家が
最新情報を説明する。11/9「人生 100 年
を幸せに過ごすために。元気なうちから
入居できるサービス付き高齢者向け住宅
グランドマストを徹底解説」、11/16「お
墓を移転・撤去するには？遺骨を海外に
送るには？墓じまい大質問会」。参加無料。
詳細は https://pro.kurashifeed.com

MUSIC
■第 15 回風の環コンサート＝ 11/5　
16:30   Merkin Hall at Kaufman Music 
Centre（129 W 67th St.）今年はトルコ
の伝統音楽継承活動をしているターキッ
シュ＆インターナショナル・ミュージッ
クアンサンブルを迎えトルコ地震のチャ
リティーコンサートとなる。ほかの出演
は、風の環少年少女合唱団、風の環室内
アンサンブル、混声合唱団ジャパンコー
ラルハーモニーとも。入場料：$20　
詳細は https://www.
kaufmanmusiccenter.org/
■ニューヨーク混声合唱団定期演奏会＝
11/18 15:00  聖トリニティ教会（316 E 
88th St）ポピュラーソングやラテン語の
曲など、馴染みのある唱歌からクリスマ
スソングまでを披露する。午後 5時から
はレセプションも開催。入場料：$10　
詳細は https://www.nymc.net/

THEATRE/DANCE
■無声映画上映会＝ 11/4  MoMA（11 W 
53rd St）NY を拠点に無声映画の伴奏者

として活躍するピアニストの松村牧亜さ
んがMoMA 内劇場にて映画伴奏を行う。
プログラムは、1929 年製作のドイツ映
画『Mädchen am Kreuz （Woman on the 
Cross）』を即興でピアノ伴奏する。
詳細は https://www.moma.org/calendar/
fi lm/5631

ART
■ミドリ・カーティス作品展＝ 11/4 まで　
Works Gallery（1250 Madison Ave）日本
での過去の記憶と NY での現在の生活を
反映した、有機的・幾何学的なフォルム
を並置したモノプリント、木版画などの
作品を展示。入場無料。日曜休廊。
詳細は https://www.worksgallery.com/
■シアカ章子 NY 展＝ 11/7 まで　Inter-
na tional Cen ter of CCCS（80 Maiden 
Ln.14F）日本在住アーティストのシアカ
章子による、1989 年以来 34 年ぶりとな
る NY での作品展。地球上で起こる気象
現象をテーマにした今年の新作 15 点を
展示する。土日休廊。
詳細は https://artspheres.org/
■「SHIGETO KOYAMA CCMS experiment 
OBAKE」＝ 11/9 ～ 11/22　NowHere（40 
Wooster St）デザイナーのコヤマシゲト
氏と同氏が率いるクリエイティブ集団・
CCMS による作品展示会。ソニーミュー
ジックが手がけるアート・エンタテイン
メントプロジェクト始動の第一弾企画。
入場無料。11/11と11/20にはトークセッ
ションも開催される。
詳細は https://linktr.ee/artentjapan
■前田正博、色絵磁器作家の回顧展「模
様と遊ぶ」＝ 11/2 ～ 12/15  Joan B Mir-
viss LTD.（39 E 78th St.）現代陶芸家・前
田正博の回顧展。前田は 1948 年京都府
生まれ。東京藝術大学大学院生時代から
色絵磁器の制作に取り組む。前田の作風
は変化しつつも、一貫した広範囲の色や
モチーフを利用した装飾には独特の芸術
性がうかがえる。入場無料。
詳細は https://www.mirviss.com/

■第 88 回ソサエティ・オブ・アメリカ
ングラフィックスアーティスト（全米版
画協会）年次展示会＝ 11/12 まで　THE 
OLD PRINT SHOP（49 W 24th St. 2F）100
点以上の版画作品を展示。日本人作家は
平之内美穂（銅版画）、小野知美（石版画）、
永野みき（モノタイプ版画）、松田常葉（木
版画）が参加している。
詳細は https://www.oldprintshop.com/

 

星
の
島
句
会

小
春
日
を
授
か
り
旅
の
続
き
け
り 

亀
田
種
子

手
掴
み
で
掴
む
幸
せ
蓮
根
掘 

豊
島
キ
ヌ

梵
鐘
ひ
び
き
綿
虫
の
よ
ろ
め
き
ぬ 

中
川
手
鞠

一
里
塚
残
る
街
道
石
蕗
の
花 

長
谷
川
久
美
子

葬
送
の
列
綿
虫
の
舞
の
中 

原
ヤ
ス
子

hoshinoshima819@gmail.com

日本の短編映画祭

　
「
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
短
編
映
画
を

米
国
で
紹
介
す
る
、
第
12
回
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
・
シ

ネ
フ
ェ
ス
ト
（
Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
）

が
11
月
３
日（
金
）と
４
日（
土
）

に
ア
ジ
ア
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
パ

ー
ク
街
７
２
５
番
地
、70
丁
目
）

で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
ア
ジ

ア
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
マ
ー
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
協
力
・
日
本
大
使

館
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ

ー
ト
シ
ョ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
ム
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
ア
ジ
ア
、
あ

い
ち
国
際
女
性
映
画
祭
、
ボ
ス

ト
ン
日
本
映
画
祭
、
東
京
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
祭
。

　

3
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ナ
イ

ト
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
日

本
大
使
館
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー

が
Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
と
セ
レ
ク
ト
し

た
「
Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
×
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
」、
４
日
は
午
後
１
時
か
ら

提
携
す
る
日
本
映
画
祭
か
ら
の

推
薦
作
品
を
集
め
た
「
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」、
午
後
３
時
30
分

か
ら
は
20
分
以
上
の
長
さ
の
短

編
4
本
か
ら
な
る
「
ロ
ン
グ
ス

ト
ー
リ
ー
・
シ
ョ
ー
ト
」
の
3

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
上
映
さ
れ
る
。

3
日
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
4
日

は
京
都
の
書
家
、
新
見
知
史
の

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
午
後

３
時
か
ら
行
わ
れ
る
。

　

今
回
2
回
上
映
さ
れ
る
短
編

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「
守
破
離
」

(

伊
納
達
也
監
督)

は
、
同
映

画
祭
の
河
野
洋
と
古
川
康
介
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ｃ

Ｆ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
。

Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
活
動
す
る
3
人
の

日
本
人
、
鈴
木
や
す(

俳
優
・

映
画
監
督)

、
古
川
康
介(

映

像
作
家)

、
河
野
洋(

イ
ベ
ン

ト
・
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

Mar Creation, Inc.

代
表)

が

２
０
１
２
年
に
設
立
。

　

参
加
作
品
は
、『
晴
れ
て
成

仏
』 （
２
０
２
３
年
、 

コ
メ
デ

ィ
）、『
ネ
ッ
パ
』（
22
年
、
ド

ラ
マ
）、『
守
破
離 

』（
23
年
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）、『
半
透

明
な
ふ
た
り
』（
22
年
、
ド
ラ

マ
）、『
お
し
ら
さ
ま
』（
23
年
、  

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）、『
今
昔

カ
ラ
ス
』（
22
年
、
ミ
ス
テ
リ

ー
）、『
青
と
白 

』（
22
年
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）、『
ス
カ
ビ

オ
サ
』（
22
年
、
ド
ラ
マ
）、『
勝

手
に
死
ぬ
な
』（
23
年
、ド
ラ
マ
）

な
ど
。入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、 

会
員
８
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
上

映
作
品
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://asiasociety.org/
new-york/

を
参
照
す
る
。

第
12
回
Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
パ
ン
・
シ
ネ
フ
ェ
ス
ト

３
日
と
4
日
に
開
催

今回 2回上映される短編ドキュメンタリー「守破離」( 伊納達也監督 )

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上
・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・オンラインと、N Y、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY支部：FURUSATO PROJECT NY事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY事務局窓口担当／週刊 NY生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団
法

人NEXT GENERATION

の
平
田
で
す
。

先
月
の
記
事
を
読
ん
で
頂
い
た
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
先
月
の
続

き
の
お
話
で
す
。
初
め
ま
し
て
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単

に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
た
ち
一
般
社
団
法
人NEXT 

GENERATION

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日

本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
「FURUSATO PROJECT

」
を

２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
前
回
の
記
事
で
は
、
①
ア
メ
リ
カ
在

住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本
に
帰
国
し
た
い
と

思
う
の
か
、
②
代
理
人
・
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
人
の
困
り
ご
と
と
い
う
２
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と
、
◆

実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

覧
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

【
第
２
回
】

◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と

　

ア
メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
が
、
日
本

に
帰
国
す
る
と
な
っ
た
時
に
必
要
な
こ

と
は
何
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

膨
大
に
あ
り
ま
す
。
大
き
く
は
、「
ア

メ
リ
カ
で
の
帰
国
準
備
」、「
日
本
へ
の

一
時
帰
国
」、「
日
本
へ
の
本
帰
国
」、「
日

本
帰
国
後
の
行
政
手
続
き
や
住
ま
い
探

し
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
な
さ
そ
う
と
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
と
て
も
大

変
で
す
。
そ
れ
は
、
情
報
を
収
集
す
る
、

様
々
な
こ
と
を
決
断
し
て
手
続
き
す
る

こ
と
に
と
て
も
時
間
も
労
力
も
か
か
り

ま
す
。
特
に
重
要
な
こ
と
は
、「
日
本

で
の
住
ま
い
」
で
す
。
お
元
気
な
方
は
、

日
本
に
一
時
帰
国
な
ど
し
て
、
賃
貸
・

分
譲
・
介
護
施
設
な
ど
を
自
分
の
足
で

見
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
力

的
な
問
題
で
、
一
時
帰
国
が
難
し
い
方

は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と

日
本
で
離
れ
て
い
な
が
ら
、
物
件
を
探

し
、
契
約
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
。
情

報
収
集
も
難
し
く
、
時
差
の
関
係
も
あ

っ
て
、
皆
さ
ん
非
常
に
苦
労
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
国
籍
が
ア
メ
リ
カ
国

籍
の
方
は
在
留
資
格
の
取
得
な
ど
、
事

前
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

◆
実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と

　

実
際
に
代
理
人
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
方
が
、
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ

ー
ト
さ
れ
た
際
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

お
話
し
し
ま
す
。
介
護
を
し
な
が
ら
日

本
ま
で
の
帰
国
（
フ
ラ
イ
ト
）
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
は
想
像
以
上
に
大
変
で

す
。
車
椅
子
を
押
し
、
排
泄
の
介
助
を

し
て
、
体
調
の
変
化
に
気
を
遣
い
な
が

ら
、
十
数
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
す
。
さ

ら
に
、
日
本
帰
国
後
は
色
々
な
行
政
手

続
き
が
待
っ
て
い
ま
す
。
住
民
票
や
健

康
保
険
な
ど
は
区
役
所
の
窓
口
で
で
き

ま
す
。
大
変
な
の
は
銀
行
手
続
き
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
。
銀
行
は
基

本
的
に
本
人
が
出
向
か
な
い
と
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
、
写
真
を
撮
影
し
た
り
、

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
手
続
き
、
さ
ら
に

は
受
取
ま
で
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
お
金
」
や
「
身

元
保
証
」、「
認
知
症
」
の
課
題
が
出
て

き
ま
す
。
お
金
が
あ
る
程
度
豊
か
な
方

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
銭
的
に
余

裕
が
な
い
方
は
、
日
本
帰
国
ま
で
の
費

用
、
施
設
入
居
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に

工
面
す
る
の
か
、
親
族
と
不
仲
で
身
元

保
証
を
頼
め
な
い
、
ま
た
認
知
症
が
あ

り
色
々
な
契
約
が
難
し
い
な
ど
の
問
題

に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

代
理
人
の
方
も
自
分
の
お
仕
事
や
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
範
囲
も
限
り
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
の
た

め
、
私
た
ち
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
可
能

で
す
が
、
何
事
も
早
め
早
め
に
行
動
し

て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
日
々

感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
日
本
へ
の

帰
国
を
考
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
ら
、
早
め
に
日
本
へ
帰
国
す
る
か

否
か
を
決
断
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

私
た
ちFURUSATO PROJECT

事

務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
数
多
く

の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を
過
ご
す
方

の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過
ご
す
方
の

相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の
で
、
お
困

り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

FURUSATO PROJECT

事
務
局
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
別
相
談
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

個
別
相
談
の
ご
相
談
は
、FURUSATO 

PROJECT

事
務
局
Ｎ
Ｙ
相
談
セ
ン
タ

ー
窓
口
の
久
松　

茂
（hisamatsu@

nyseikatsu.com

）
ま
で
メ
ー
ル
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる
・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）
・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）

https://www.samuraimama.com/
https://www.worksgallery.com/
https://artspheres.org/
https://linktr.ee/artentjapan
https://www.mirviss.com/
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://www.oldprintshop.com/
https://pro.kurashifeed.com
https://www.nymc.net/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
https://asiasociety.org/new-york/
https://www.moma.org/calendar/film/5631
https://www.nyrr.org/tcsnycmarathon
https://www.kaufmanmusiccenter.org/


2023年（令和 5年）11月 4日（土） ［広　告］　　（20  ）

https://www.applepmr.com/



